
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
○
（
一
九
八
）

雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
１
つ
い
て
一
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
野
　
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
間
　
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
資
本
家
の
供
給
態
度
・
投
資
態
度
へ
の
規
制
の
効
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
労
資
の
要
求
対
立
と
観
制
の
効
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｗ
　
銀
行
部
門
に
よ
る
資
金
市
場
の
考
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
　
政
府
の
財
政
・
金
融
・
税
制
の
各
政
策
の
効
果
（
以
上
本
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｍ
　
国
際
貿
易
を
考
慮
し
た
場
合
（
以
下
次
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｗ
　
ま
と
め

　
　
　
　
　
　
　
＊
本
稿
は
神
戸
大
学
置
塩
、
京
都
大
学
野
沢
、
両
先
生
の
主
宰
さ
れ
る
「
経
済
改
革
研
究
会
」
に
お
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
討
議
を
基
礎
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
１
　
問
　
　
　
題

　
本
稿
の
目
的
は
、
雇
用
の
増
加
、
実
質
賃
金
率
の
引
上
げ
、
物
価
の
安
定
、
国
債
の
償
還
な
ど
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
を
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

目
的
と
し
た
場
合
に
、
政
府
が
考
慮
す
べ
き
諸
条
件
と
と
り
う
る
諸
政
策
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
本
稿
で
は
生



産
技
術
条
件
や
生
産
能
力
の
変
化
し
な
い
期
間
（
短
期
）
を
扱
い
、
資
本
家
と
労
働
者
が
そ
れ
ぞ
れ
最
も
簡
単
な
一
定
の
行
動
様
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

に
従
う
と
想
定
し
て
、
政
府
が
そ
れ
ら
に
１
対
し
て
マ
ク
ロ
的
な
揚
制
、
誘
導
の
各
政
策
を
実
施
す
れ
ば
、
い
か
な
る
経
済
的
効
果
が

生
じ
る
か
を
分
析
し
、
先
の
政
策
目
的
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
諸
政
策
の
組
合
せ
（
君
－
一
２
－
冒
３
を
検
討
す
る
。

　
現
在
先
進
資
本
主
義
国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
ヶ
イ
ソ
ズ
の
有
効
需
要
政
策
で
は
、
雇
用
の
増
加
を
図
る
た
め
に
１
は
実
質
賃
金
率
を

引
下
げ
ね
ば
た
ら
な
い
（
雇
用
と
実
質
賃
金
率
と
の
マ
邑
甲
◎
５
ヶ
イ
ソ
ズ
「
一
般
理
論
」
、
第
二
章
。
古
典
派
の
第
一
公
準
の
承
認
）
。
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

わ
ち
、
ケ
ィ
ソ
ズ
は
資
本
家
の
供
給
態
度
す
な
わ
ち
雇
用
態
度
を
承
認
し
た
か
ら
、
そ
の
も
と
で
雇
用
を
増
加
さ
せ
る
に
は
、
雇
用

を
増
加
さ
せ
て
生
産
量
・
販
売
量
を
増
加
さ
せ
る
方
が
資
本
家
に
と
っ
て
利
潤
が
よ
り
高
ま
る
こ
と
に
な
る
よ
う
た
市
場
状
態
を
作

り
だ
さ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
（
有
効
需
要
の
原
理
）
。
従
っ
て
ヶ
イ
ソ
ズ
政
策
に
よ
っ
て
雇
用
増
と
同
時
に
実
質
賃
金
率
の
上
昇
を
も

達
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
有
効
需
要
の
増
加
と
並
行
さ
せ
て
労
働
生
産
性
を
引
上
げ
て
実
質
賃
金
率
の
上
昇
に
よ
る
コ
ス
ト
増
を
吸

収
し
切
ら
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
（
増
加
し
た
雇
用
量
の
も
と
で
の
限
界
生
産
力
の
引
上
げ
）
。
そ
の
た
め
に
は
技
術
革
新
と
そ
れ
を
生
産
能

力
化
さ
せ
る
投
資
を
誘
導
し
実
施
し
続
げ
ね
ば
な
ら
な
い
（
成
長
政
策
）
。

　
と
こ
ろ
が
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
た
目
本
経
済
に
お
い
て
は
、
成
長
政
策
が
様
々
の
原
因
に
よ
っ
て
実
現
不
可
能
と
た
り
、
逆
に

労
働
生
産
性
の
低
下
も
生
ず
る
事
態
が
生
じ
た
も
と
で
、
資
本
家
は
、
一
方
で
投
資
減
を
中
心
と
す
る
減
量
経
営
、
他
方
で
不
況
下

　
　
、
　
　
　
、

で
も
要
求
利
潤
率
を
引
下
げ
ず
、
コ
ス
ト
増
を
価
格
へ
転
嫁
す
る
た
め
に
価
格
ヵ
ル
テ
ル
を
強
化
す
る
と
い
う
ヶ
イ
ソ
ズ
の
想
定
を

、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

越
え
た
行
動
様
式
を
と
る
に
到
っ
た
。
ま
た
労
働
者
も
ヶ
イ
ソ
ズ
が
想
定
し
た
よ
う
な
現
行
貨
幣
賃
金
率
を
維
持
し
ょ
う
と
す
る
態

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

度
を
越
え
て
実
質
賃
金
率
の
低
落
を
回
復
さ
せ
、
更
に
要
求
実
質
賃
金
率
を
高
め
て
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
，
貨
幣
賃
金
率
を
物

価
上
昇
率
以
上
に
引
上
げ
る
に
到
っ
た
。
更
に
一
次
産
品
供
給
者
は
、
増
大
す
る
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
に
し
て
、
ヶ
イ
ン

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
（
一
九
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
二
〇
〇
）

ズ
の
時
代
の
様
に
不
況
と
な
れ
ぼ
製
造
業
製
品
価
格
に
比
し
て
一
次
産
品
価
格
が
暴
落
す
る
と
い
う
「
競
争
的
」
市
場
状
態
か
ら
脱

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

却
し
て
、
逆
に
そ
の
相
対
価
格
を
高
め
る
よ
う
に
絶
対
価
格
を
引
上
げ
る
に
到
っ
た
。
こ
う
し
た
各
経
済
主
体
の
行
動
様
式
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

に
よ
っ
て
、
イ
ソ
フ
レ
の
高
進
の
も
と
で
雇
用
の
減
少
と
実
質
賃
金
率
の
減
少
と
が
併
存
す
る
と
い
う
ヶ
イ
ソ
ズ
の
想
定
し
な
か
っ

た
の
３
径
斗
｛
昌
現
象
が
生
じ
、
ケ
イ
ソ
ズ
政
策
の
有
効
性
は
減
退
、
消
失
し
た
。

　
こ
の
状
態
を
打
開
す
る
た
め
の
一
っ
の
方
向
と
し
て
、
本
稿
で
は
ヶ
イ
ソ
ズ
の
理
論
と
政
策
に
お
い
て
は
聖
域
と
さ
れ
て
ふ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

れ
な
か
っ
た
資
本
家
の
利
潤
要
求
態
度
を
規
制
す
る
と
い
う
政
策
を
中
心
に
お
い
て
、
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
の
引
上
げ
と
を
両
立

さ
せ
る
よ
う
な
政
策
体
系
を
検
討
す
る
。

　
資
本
家
の
利
潤
要
求
態
度
を
規
制
し
て
、
独
占
価
格
の
引
上
げ
を
許
さ
ず
引
下
げ
さ
せ
た
り
、
実
現
利
潤
に
課
税
し
て
吸
上
げ
た

り
す
る
政
策
に
対
し
て
、
こ
れ
に
反
対
す
る
立
場
か
ら
は
、
た
と
え
ば
、
不
況
の
た
か
で
企
業
利
潤
自
体
が
減
少
し
て
い
る
の
だ
か

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

ら
企
業
課
税
の
源
資
自
体
が
た
い
、
あ
る
と
し
て
も
知
れ
た
額
に
す
ぎ
な
い
、
そ
れ
で
も
無
理
に
取
れ
ほ
不
況
を
一
層
激
化
さ
昔
た

り
倒
産
さ
せ
た
り
す
る
と
い
う
主
張
が
あ
る
。

　
他
方
で
資
本
家
の
供
給
態
度
の
規
制
に
賛
成
す
る
立
場
の
な
か
に
も
、
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ば
、
資
本
家
が
そ
れ
に
反
発
し
て

た
と
え
ば
投
資
量
を
減
少
さ
せ
る
と
い
う
反
作
用
を
招
き
、
失
業
は
反
っ
て
増
加
す
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
資
本
家
の
供
給
態
度
の
揚

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

制
と
い
う
部
分
的
改
良
策
だ
け
で
は
困
難
は
む
し
ろ
増
大
す
る
か
ら
、
規
制
を
実
施
す
る
た
ら
資
本
家
の
行
動
へ
の
全
面
的
規
制
で

た
げ
れ
ぽ
有
効
で
た
い
が
、
こ
れ
は
資
本
主
義
体
制
の
も
と
で
は
実
行
で
き
た
い
、
と
い
う
主
張
も
存
在
す
る
。

　
本
稿
で
は
、
資
本
家
の
供
給
態
度
の
観
制
策
を
中
心
に
お
い
て
、
そ
れ
か
ら
派
生
し
う
る
諸
困
難
を
打
開
す
る
た
め
に
、
そ
れ
に

、
　
　
　
、
　
　
　
、

既
存
の
ヶ
イ
ン
ズ
的
政
策
体
系
を
併
用
す
る
（
旦
一
２
－
旨
芭
こ
と
に
よ
っ
て
、
雇
用
と
実
質
賃
金
率
と
を
共
に
改
善
す
る
こ
と
も



可
能
と
な
る
こ
と
を
示
す
。

　
　
　
　
１
１
　
資
本
家
の
供
給
態
度
・
投
資
態
度
へ
の
規
制
の
効
果

　
本
節
で
は
、
あ
る
一
定
の
生
産
技
術
条
件
と
資
本
家
の
供
給
・
投
資
態
度
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
最
も
簡
単
た
モ
デ
ル
に
お
い

て
、
資
本
家
の
供
給
・
投
資
に
関
す
る
利
潤
要
求
態
度
を
規
制
す
る
政
策
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
雇
用
量
と
実
質
賃
金
率
と
を
改
善

さ
せ
る
条
件
は
何
か
、
い
か
な
る
政
策
を
実
施
す
れ
ば
よ
い
か
を
検
討
し
よ
う
。

　
０
Ｄ
　
モ
デ
ル

　
ま
ず
生
産
技
術
条
件
と
し
て
一
定
量
の
生
産
景
備
Ｋ
と
雇
用
量
Ｗ
と
の
投
入
に
よ
っ
て
Ｘ
だ
げ
粗
生
産
さ
れ
、
生
産
設
傭
は
〃
だ

げ
磨
損
す
る
と
し
よ
う
。

　
　
　
　
三
む
警
一
宗
～
、
一
〒
薫
工
定
　
　
　
　
。
－

労
働
者
は
賃
金
所
得
舳
を
全
額
支
出
し
、
資
本
家
は
消
費
せ
ず
、
露
投
呉
と
、
利
潤
率
ら
増
加
関
数
と
し
て
の
霞
資

を
Ｈ
（
、
）
だ
け
支
出
す
る
と
す
れ
ば
、
財
市
場
の
需
給
一
致
条
件
は
ｏ
と
な
る
。

　
　
　
　
ｂ
ｋ
１
ｌ
官
ｋ
＋
ミ
考
十
、
Ｈ
（
、
）
　
　
宇
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

資
本
家
は
価
格
ア
を
、
生
産
物
単
位
生
産
す
る
の
に
必
要
な
ま
考
の
コ
ス
ト
に
１
着
目
し
て
設
定
す
る
と
し
、
賃
金
の
後
払
い
を
仮

定
し
要
求
利
潤
率
を
ブ
と
す
れ
ぱ

　
　
　
　
ｂ
１
１
（
Ｈ
＋
、
）
忌
十
ミ
ミ
、

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
八
三
（
二
〇
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
二
〇
二
）

　
　
サ
Ｈ
ｌ
Ｉ
（
Ｈ
＋
、
）
ｓ
＋
昂
ミ
、
　
完
川
§
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
（
注
１
）

と
な
る
。
Ｒ
は
実
質
賃
金
率
で
あ
る
。
の
～
ゆ
は
、
記
号
を

　
　
　
　
内
川
ぐ
卸
ｋ
ｌ
Ｉ
（
Ｈ
よ
）
■
く
宍
１
ｌ
ｑ
　
ミ
ー
ー
ミ
、
＼
Ｈ
よ

と
お
き
、
資
本
家
の
商
品
供
給
態
度
と
し
て
、
供
給
量
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
は
利
潤
率
が
よ
り
高
く
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
、

れ
ほ

台
暮
り
（
、
）
、
Ｖ
、

灼
、
Ｖ
◎

）４（）５（

と
す

と
な
る
。
＆
で

　
　
注
－
　
資
本
家
は
｛
。
事
で
な
く
。
。
８
ｏ
斤
に
着
目
し
て
価
格
を
設
定
す
る
と
し
、
賃
金
と
補
填
費
用
の
後
払
い
を
仮
定
す
れ
ば
ゆ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
肉

　
　
　
　
　
　
　
ｂ
Ｈ
ｓ
＋
§
ミ
、
十
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｋ
半

　
　
　
　
と
な
る
。
こ
こ
で
那
は
Ｋ
を
標
準
的
に
稼
動
さ
せ
た
時
の
生
産
量
で
あ
る
。
こ
れ
を
変
型
す
れ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｌ
Ｉ
、
＼
ｑ
＋
完
ミ

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
で
あ
る
。
こ
の
定
式
化
に
お
い
て
利
潤
率
と
実
質
賃
金
率
と
の
対
抗
関
係
を
仮
定
す
る
た
め
に
は
資
本
家
の
供
給
態
度
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ｑ
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
　
　
・
１
〈
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
ｑ

　
　
　
　
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
労
働
生
産
性
１
１
一
定
を
仮
定
し
て
い
る
か
ら
、
ま
事
基
準
の
場
合
に
は
単
位
生
産
コ
ス
ト
は
稼
動
率
と
独

　
　
　
　
立
で
あ
り
、
従
っ
て
、
と
Ｒ
と
は
一
義
的
な
対
抗
関
係
と
な
る
。
所
が
９
◎
鼻
基
準
の
場
合
に
は
、
単
位
生
産
コ
ス
ト
中
の
固
定
費
用

　
　
　
　
（
資
本
費
用
）
は
稼
動
率
の
減
少
関
数
と
な
る
か
ら
、
資
本
家
の
禾
潤
要
求
態
度
が
弥
い
場
合
（
（
Ｖ
Ｈ
）
に
は
７
と
五
と
が
共
に
上
昇
し
う

　
　
　
　
る
。
こ
の
場
合
は
い
わ
ぱ
・
「
収
穫
逓
増
」
状
態
で
あ
り
、
資
本
を
誘
導
す
る
穴
¢
着
易
政
策
で
も
沢
の
下
落
を
伴
わ
な
い
雇
用
増
は
あ

　
　
　
　
り
う
る
。
本
稿
で
こ
の
場
合
を
排
除
し
た
の
は
こ
れ
が
全
く
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
は
な
く
、
諾
階
級
間
の
利
害
対
立
の
分
析
と

　
　
　
　
そ
の
打
開
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。



　
　
　
　
吻
１
ｌ
Ｈ
ー
オ
き
ミ
“
ミ
Ｈ
ｌ
ｓ
Ｖ
◎
　
　
◎
１
〈
い
１
〈
Ｈ

と
お
い
て
整
理
す
れ
ば
ゆ
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
、
（
、
）
…
９
ミ
（
、
）
１
１
灼
（
、
）
　
　
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・

ゆ
で
、
（
、
）
は
資
本
家
の
剰
余
生
産
物
へ
の
供
給
態
度
を
示
し
、
内
（
、
）
は
資
本
家
の
剰
余
生
産
物
へ
の
需
要
態
度
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
ま
ず
＆
が
根
を
も
つ
と
仮
定
し
て
そ
の
安
定
条
件
を
求
め
る
。
、
に
関
し
て
そ
れ
が
不
均
衡
た
状
態
に
あ
る
と
き
の
運

動
方
程
式
は

　
　
　
　
、
１
１
、
（
灼
（
、
）
１
、
（
、
）
）
　
　
句
（
◎
）
１
１
◎
一
句
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ
つ

と
な
る
か
ら
、
＆
の
根
の
安
定
条
件
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
く
◎
リ
ト
Ｖ
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

）

件条在存の根定安－図

雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

で
あ
る
。
根
は
唯
一
で
あ
る
と
し
て
こ
の
場
合
を
示
せ
ば
図
１
と
た
る
。
純
投
資

１
は
粗
投
資
ポ
ｗ
◎
よ
り

　
　
　
　
“
１
－
Ｈ
＋
ｓ
糸
Ｗ
◎
リ
料
Ｗ
１
§
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

で
あ
る
が
灼
１
１
－
§
の
時
に
は
の
よ
り

　
　
　
　
ｋ
ｌ
Ｉ
完
§
ｋ
　
宥
．
　
完
ミ
ー
Ｉ
Ｈ

と
な
る
。
そ
の
時
旬
よ
り
、
１
ｌ
ｌ
Ｈ
で
あ
る
か
ら
ｑ
（
ｌ
Ｈ
）
Ｖ
◎
と
す
る
と
ｇ
の

下
限
は

　
　
　
　
苧
三
１
Ｉ
Ｉ
ｓ
ｑ
（
Ｉ
Ｈ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
二
〇
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
一
　
　
　
　
　
．
八
六
一
二
。
四
一

で
あ
る
。
そ
こ
で
れ
を

　
　
　
　
、
・
、
、
（
一
・
）
１
Ｉ
Ｉ
。
、
（
ｌ
Ｈ
）

と
す
れ
ば
、
資
本
家
の
投
資
態
度
が
極
め
て
消
極
的
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
内
（
３
）
〈
Ｉ
ｓ
ｑ
（
ｌ
Ｈ
）
１
１
灼
８
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

で
あ
れ
ぱ
粗
投
資
１
１
◎
と
た
り
、
均
衡
点
は
汽
と
＠
◎
と
な
る
。

　
次
に
９
の
上
限
を
求
め
よ
う
。
旬
よ
り
利
潤
率
ヅ
の
上
限
は
完
１
１
◎
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｉ
Ｑ

　
　
　
　
、
旨
買
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劣

　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

で
あ
る
か
ら
８
の
上
限
は

　
　
　
　
灼
（
デ
買
）
〈
、
（
チ
買
）
１
１
ｑ
（
～
買
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
均

で
な
げ
れ
ば
奮
た
い
。
以
上
よ
グ
安
定
条
件
ｇ
下
で
経
済
的
に
有
意
味
な
均
衡
値
が
存
在
す
る
た
め
に
充
す
べ
き
餐
態
度
の

範
囲
は

　
　
　
　
耐
１
§
ｑ
（
１
Ｈ
）
　
印
　
灼
（
、
昌
買
）
〈
ｑ
（
、
冒
買
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

で
あ
る
。
以
下
で
は
働
と
岬
は
充
さ
れ
る
と
仮
定
し
よ
う
。
安
定
条
件
が
充
さ
れ
な
い
場
合
の
安
定
化
政
策
に
つ
い
て
は
Ｖ
節
第
８

項
で
扱
う
。

　
○
　
比
較
静
学

　
そ
こ
で
＆
に
お
い
て
資
本
家
の
利
潤
要
求
態
度
が
政
府
に
よ
っ
て
観
制
さ
れ
た
場
合
の
結
果
を
検
討
し
よ
う
。
「
ま
ず
資
本
家
の



力

宇

制観の度態資投ボ蹄醐
供
給
態
度
に
対
し
て
、
図
２
の
よ
う
に
従
来
と
同
一
の
利
潤
率
で
よ
り
多
く
の
生
産
・
雇
用

を
行
う
こ
と
を
強
制
す
る
と
い
う
規
制
策
を
実
施
し
た
場
合
は
ど
う
か
。
こ
れ
は
形
式
的
に

は
軋
に
－
お
い
て

　
　
　
　
ｑ
（
、
）
１
↓
ｑ
（
、
）
十
や

と
み
な
し
て
こ
れ
を
外
で
全
徴
分
す
れ
ぱ
よ
い
。
ゆ
よ
り

　
　
　
　
、
（
、
）
１
ー
ミ
、
（
ｑ
（
、
）
十
単
）
１
１
内
（
、
）

で
あ
り
、
こ
れ
を
ん
で
全
徴
分
す
れ
ば

　
　
　
　
、
寺
十
ミ
＆
や
１
ー
や
寺

と
な
る
か
ら
、
整
理
し
て
倒
を
考
慮
す
れ
ば

　
　
　
　
寺
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓

　
　
　
　
　
　
１
１
　
　
　
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
畠
、
　
寧
１
、

と
た
る
。
胸
よ
り
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ぼ
利
潤
率
は
低
下
し
実
質
賃
金
率
は
上
昇
す
る
。
こ
う
な
る
の
は
従
来
と
同
一
利
潤
率
の

下
で
供
給
だ
げ
を
増
加
さ
せ
て
も
さ
し
あ
た
り
需
要
は
増
加
し
て
い
な
い
か
ら
超
過
供
給
で
価
格
は
下
落
し
、
実
質
賃
金
率
は
上
昇

し
利
潤
率
は
減
少
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
雇
用
量
は
ど
う
変
化
す
る
か
。
こ
れ
を
み
る
た
め
に
は
ｑ
（
、
）
十
単

を
見
で
徴
分
す
れ
ば
よ
い
。
胸
を
考
慮
す
れ
ば

　
　
　
　
只
、
一
、
一
・
も
一
Ｈ
し
、
十
ｒ
、
、
ミ
、
十
一
～
ミ
ベ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
弓

　
　
　
　
　
　
§
　
　
　
　
　
§
　
　
　
や
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
な
る
。
安
定
条
件
働
を
充
す
範
囲
内
で
＆
が
鮒
よ
り
大
き
げ
れ
ば
、
供
給
態
度
の
規
制
は
実
質
賃
金
率
の
上
昇
と
共
に
雇
用
の

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
（
二
〇
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
（
二
〇
六
）

、
　
　
　
、

減
少
を
も
た
ら
す
。
こ
う
な
る
の
は
、
供
給
態
度
の
規
制
に
よ
る
利
潤
率
の
滅
少
が
投
資
の
相
当
程
度
の
縮
小
と
い
う
資
本
家
の
反

作
用
を
ひ
き
お
こ
す
た
め
に
、
こ
の
効
果
が
実
質
賃
金
率
の
上
昇
に
よ
る
消
費
需
要
増
の
効
果
を
凌
駕
す
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
・

無
論
利
潤
率
の
減
少
に
対
す
る
投
資
の
反
応
が
小
さ
げ
れ
ぱ
（
や
く
§
）
、
雇
用
量
は
増
加
す
る
。

　
次
に
資
本
家
の
投
資
態
度
を
規
制
し
て
、
従
来
の
利
潤
率
の
下
で
よ
り
多
く
の
投
資
を
実
施
さ
せ
れ
ば
ど
う
な
る
か
。
こ
れ
は
図

２
で
内
（
、
）
が
上
方
ヘ
シ
フ
ト
し
た
場
合
で
あ
る
。
　
！
の
場
合
と
同
様
に
Ｌ
て
ゆ
を
ん
で
全
徴
分
す
れ
ば

　
　
　
　
ト
宇
１
－
や
寺
十
、
も
ｑ

　
　
　
．
．
．
寺
ミ
亭
１
ｌ
Ｈ
き
１
や
Ｖ
◎

　
　
　
　
、
一
内
一
靖
、
。
一
－
、
・
や
齢
・
一
　
　
　
　
　
　
　
帥

と
な
る
。
す
な
わ
ち
資
本
家
の
投
資
を
規
制
し
て
従
来
と
同
一
の
利
潤
率
の
も
と
で
よ
り
多
く
投
資
さ
せ
れ
ば
、
投
資
は
元
の
水
準

以
上
に
増
加
し
雇
用
も
増
加
す
る
が
、
利
潤
率
は
上
昇
し
実
質
賃
金
率
は
減
少
す
る
。

　
ゆ
　
り
◎
－
Ｏ
｝
１
昌
気

　
資
本
家
の
投
資
態
度
を
規
制
す
れ
ば
雇
用
は
増
加
す
る
が
実
質
賃
金
率
は
減
少
す
る
。
他
方
資
本
家
の
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ば

実
質
賃
金
率
は
増
加
す
る
が
、
利
潤
率
に
対
す
る
投
資
の
反
応
が
大
き
げ
れ
ば
雇
用
は
低
下
し
、
小
さ
げ
れ
ば
増
加
す
る
。
そ
こ
で

雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
を
同
時
に
達
成
す
る
た
め
に
は
資
本
家
の
供
給
態
度
と
投
資
態
度
と
の
双
方
を
同
時
に
規
制
す
れ
ば
よ

い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
に

　
　
　
　
、
（
、
）
１
ー
ミ
（
ｑ
（
、
）
十
単
）
１
－
内
（
、
）
十
ｂ
Ｓ
　
、
亭
１
ー
ミ
や



と
お
い
て
み
で
全
徴
分
す
れ
ぱ

　
　
　
　
迂
エ
ミ
§
１
１
内
、
寺
十
寧
１
１
内
、
寺
十
§
・

　
　
　
一
．
一
　
～
、
＼
～
ｂ
，
１
１
（
～
ー
ミ
、
）
＼
（
ト
ー
や
）

と
な
る
。
両
態
度
の
同
時
観
制
に
よ
っ
て
実
質
賃
金
率
の
増
加
を
も
た
ら
す
た
め
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萄

　
　
　
　
、
、
＼
、
も
、
〈
◎
　
　
一
．
一
　
、
〈
ミ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

と
す
れ
ぱ
よ
い
。
次
に
雇
用
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
刃
の
と
る
べ
き
値
の
範
囲
は

　
　
　
　
呉
ｑ
（
、
）
十
や
）
１
ｌ
ｑ
・
～
１
～
、
十
Ｈ
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
§
、
　
　
　
、
ー
や

　
　
　
．
二
Ｖ
ミ
ー
“
ド
十
干
§
一
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
旬

で
あ
る
。
胸
と
ｑ
旬
よ
り
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
刃
の
範
囲
は

　
　
　
　
ミ
Ｖ
ウ
士
千
ミ
号
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
◎

で
あ
る
。
な
お
¢
¢
で
ミ
〈
や
の
時
に
刃
が
存
在
す
る
た
め
の
条
件
は

　
　
　
　
ミ
ー
や
ー
一
負
、
～
、
１
や
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刎

　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

で
あ
る
が
こ
れ
は
安
定
条
件
倒
よ
り
充
さ
れ
る
。

留
政
策
の
経
済
的
意
味
を
検
討
し
ょ
う
。
資
本
家
の
供
給
態
度
を
観
制
す
れ
ぱ
一
§
Ｖ
。
一
急
増
加
す
る
が
、
Ｗ
は
投
資
の

利
潤
弾
性
が
小
さ
げ
れ
ぱ
一
気
ミ
一
増
加
し
、
大
き
け
れ
ば
一
や
Ｖ
ミ
一
減
少
す
る
。
叉
ミ
、
で
あ
れ
ば
供
給
態
度
を
謡
す

　
　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
（
二
〇
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
第
二
号
一
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
一
二
〇
八
一

る
だ
げ
で
。
烏
と
の
改
善
一
二
目
標
一
が
達
成
で
き
る
。
こ
の
場
倉
濤
の
範
囲
内
で
馨
量
を
縁
で
き
る
べ
Ｖ
ミ
で

あ
れ
ば
供
給
態
度
の
規
制
に
よ
つ
て
低
下
し
た
ｗ
を
増
加
さ
せ
る
た
め
湯
の
範
囲
内
ま
で
投
資
を
増
加
さ
芸
げ
れ
窪
ら
な

い
。
的
を
こ
え
て
投
資
規
制
を
実
施
す
れ
ば
Ｒ
が
低
下
す
る
に
至
る
。

　
　
　
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
ｎ
　
労
資
の
要
求
対
立
と
規
制
の
効
果

第
皿
節
で
は
資
本
家
の
行
動
関
数
だ
げ
を
考
慮
し
た
が
、
本
節
で
は
労
働
者
妻
質
賃
金
率
に
つ
い
て
要
求
を
持
ち
・
貨
幣
賃
金

率
水
準
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
要
求
奏
琶
よ
う
と
す
る
場
合
を
考
え
て
、
実
質
賃
金
率
と
雇
用
の
引
上
げ
・
更
に
イ
ン
フ

レ
率
の
引
下
げ
と
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
政
策
手
段
の
内
容
と
条
件
を
検
討
す
る
◎

　
の
　
モ
デ
ル
の
設
定

モ
デ
ル
の
大
枠
は
第
皿
節
に
従
い
、
こ
こ
で
は
そ
の
変
更
点
だ
げ
を
述
べ
る
。
享
労
働
者
の
雇
用
に
関
す
る
要
求
態
度
と
し
て
・

労
働
者
は
労
働
市
場
に
お
け
る
需
給
状
態
に
依
存
す
る
要
求
実
質
賃
金
責
を
持
ち
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
よ
う
に
貨
幣
賃
金
率

”
の
水
準
を
変
化
さ
せ
る
と
考
え
よ
う
。
労
働
市
場
の
需
給
状
態
は
設
備
稼
動
菱
示
す
毛
表
わ
す
こ
と
と
し
て
・
こ
れ
を
定

式
化
す
れ
ば

　
　
　
　
タ
Ｈ
呉
ｑ
）
　
　
瓜
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
も
川
も
＼
ミ
Ｈ
、
（
歩
－
完
）
　
　
、
（
◎
）
”
◎
　
、
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

で
あ
る
。
薬
家
の
供
給
態
度
と
し
て
資
本
家
は
財
市
場
の
需
給
状
態
に
依
存
す
る
要
求
利
潤
率
墓
喜
二
一
れ
を
実
現
さ
せ

る
よ
う
に
価
格
水
準
を
変
化
さ
せ
る
と
す
れ
ば



　
　
　
　
３
１
１
尽
（
ｑ
）
　
　
尽
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
、
１
１
只
、
「
、
）
　
　
宍
◎
）
１
１
◎
　
ぎ
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶

と
な
る
。
投
資
は
利
潤
率
の
増
加
関
数
と
し
て
、
こ
の
時
決
ま
る
財
市
場
の
超
過
需
給
に
応
じ
て
稼
動
率
ｄ
を
変
更
さ
せ
る
と
す

れ
ば
　
　
　
　
プ
Ｏ
（
叩
（
「
峯
）
ｑ
一
　
〇
（
◎
一
１
１
◎
一
〇
ヅ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

で
あ
る
。
以
上
の
関
係
を
整
理
す
れ
ぽ

　
　
　
　
　
　
タ
ー
１
呉
ｑ
）
　
も
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
３
１
１
尽
（
ｑ
）
　
冬
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

　
　
　
　
　
　
Ｈ
ｌ
Ｉ
（
Ｈ
＋
、
）
ｓ
＋
由
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
♂
　
ｑ
１
－
ｏ
（
内
（
、
）
１
（
Ｈ
ｌ
完
ミ
）
ｑ
）
　
　
ｏ
（
◎
）
１
１
◎
　
ｏ
，
Ｖ
ｏ
　
や
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
ミ
Ｈ
、
（
タ
ー
完
）
　
、
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

　
　
　
　
　
　
、
Ｈ
只
３
１
、
）
　
　
ぎ
、
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶

　
　
　
　
　
　
完
Ｈ
ミ
＼
吋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

で
あ
る
・
ら
で
条
件
は
７
・
未
知
数
寛
ベ
ニ
・
Ｒ
・
ヅ
・
ガ
・
乏
７
だ
か
ら
完
結
し
て
い
る
６
よ
算
妄
と
の

対
抗
関
係
に
留
意
し
て
ら
を
Ｒ
と
ｄ
と
で
整
理
す
れ
ぱ
ら
と
な
る
。

　
　
　
　
÷
一
一
い
讐
三
）
、
汀
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
（
二
〇
九
）

「



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
ポ
ニ
十
九
巻
．
第
二
号
一

　
〃　
ら
に
お
げ
る
均
衡
値
の
存
在
条
件
・
安
定
条
件
を
検
討
し
よ
う
。
均
衡
値
は

　
　
　
　
暮
パ
ギ
坐

の
根
で
あ
る
。
ま
ず
根
（
尋
一
艮
）
が
存
在
す
る
と
仮
定
し
て
そ
の
安
定
条
件
を
求
め
よ
う
。

　
　
　
　
導
Ｈ
オ
ー
完
＊
　
　
ｋ
…
ｑ
－
ｑ
＊

と
お
い
て
島
を
均
衡
点
近
傍
で
一
次
近
似
す
れ
ば

　
　
　
　
ｑ
霞
一
－
■
“
、
冷
－
ト
一
　
平
峯

と
た
る
。
鋤
の
行
列
を
」
と
お
げ
ぽ
均
衡
値
の
安
定
条
件
は

　
　
　
　
等
」
１
Ｉ
Ｉ
、
－
“
、
」
ド
よ
く
◎

　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
一
、
・
Ａ
ミ
土
－
一
一
ミ
一
一
雫
ミ
Ｓ
・
・

が
共
に
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
鯛
は
常
に
成
り
立
っ
。
榊
が
成
立
す
る
た
め
の
十
分
条
件
は

　
　
　
　
○
Ｏ
　
灼
、
十
ミ
ｑ
Ｍ
◎
　
俸
、
、
尽
、
１
尋
く
、
１
〈
◎

　
　
　
　
仁
↓
　
内
、
十
ミ
ｑ
１
〈
◎
　
即
、
、
も
、
１
ぎ
、
尽
、
Ｍ
◎

で
あ
る
。
以
下
で
は
こ
の
安
定
条
件
は
充
さ
れ
る
と
し
よ
う
。

九
二
（
二
一
〇
）

◎ｅルｅ）２ｅ鋤｛ゆ修鋤（）鎚（



そ
こ
で
均
衡
値
の
存
在
条
件
を
求
め
る
。
労
働
市
場
の
需
給
関
係
（
、
で
表
示
）
に
依
存
す
る
労
働
者
の
要
求
実
質
賃
金
率
呉
ｑ
）

が
実
現
さ
れ
る
場
合
の
利
潤
率
〃
は
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｉ
呉
ｑ
）
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
ぺ
谷
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
方
市
況
に
依
存
す
る
資
本
家
の
要
求
利
潤
率
は
幽
の
灼
で
あ
る
。
労
資
の
要
求
利
潤
率
〃
、
灼

　
　
　
　
　
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
潤
　
　
を
ｄ
の
関
数
と
し
て
示
せ
ば
図
３
と
な
る
。
労
働
者
の
要
求
が
強
す
ぎ
れ
ば
〃
曲
線
は
下
方
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
禾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
求
　
　
シ
フ
ト
し
、
労
資
の
要
求
を
両
立
さ
せ
る
市
況
６
は
存
在
し
な
く
な
る
。
資
本
家
の
要
求
が
強
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
ぎ
て
も
灼
曲
線
が
上
方
ヘ
シ
フ
ト
し
、
忌
存
在
し
た
く
な
る
。
そ
こ
で
両
者
の
要
求
を
両
立
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
６
が
経
済
的
に
。
有
意
味
な
範
囲
内
で
存
在
す
る
と
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
　
　
汀
§
－
甲
ｒ
一
き
－
、
弘
ミ
一
－
・
　
　
鮒

％
仰

　
６
’
１
１
－

ゲ
一

と
た
る
長
が
存
在
す
る
。
そ
の
時
財
市
場
に
。
つ
い
て

　
　
　
　
向
１
－
内
（
オ
）
－
（
Ｈ
ｌ
完
ミ
）
ｑ

と
お
げ
ぼ
、
向
１
１
◎
で
あ
れ
ぱ
各
主
体
の
分
配
要
求
と
財
市
場
の
需
給
一
致
と
は
斉
合
す
る
。
と
こ
ろ
が
向
Ｖ
◎
、
す
た
わ
ち
両
者

の
分
配
要
求
を
斉
合
さ
せ
る
６
の
下
で
は
財
市
場
が
超
過
需
要
と
な
る
時
に
は
両
老
の
分
配
要
求
は
実
現
さ
れ
え
な
い
。
労
資
の

。
要
求
対
立
を
分
析
す
る
た
め
に
我
々
は
こ
の
状
態
を
想
定
し
よ
う
。

　
そ
こ
で
、
偉
◎
、
ｅ
カ
を
全
徴
分
す
れ
ば

　
　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
二
一
一
）



で
あ
る
。

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）

（
穿
十
ミ
ｑ
）
、
完
１
１
り
、
ｑ

一
ミ
ー
、
Ｓ
、
・
－
（
羊
、
十
一
、
完

安
定
条
件
輿

Ｏ
‘
…
；
；
１
…
１
…
…
１
１
；
１

・
ｄ

・
Ｒ

び

刀
…
■
Ｎ
。
「
４
Ｈ
ト
「
二
　
・
　
－

狐
汽

ご
ぷ

九
四
（
二
二
一
）

鮒
が
充
さ
れ
る
場
合
を
扱
い
、
ま
ず
働
が
成
立
す
る
場
合
を
考
え
る
。
こ
の
場
合
鮒
、

Ｒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ｑ
　
　
　
　
　
，
ｑ

　
　
　
雛
　
　
亀
く
。
亀
Ｖ
。

　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
射
、
。
　
　
　
　
、
、
・

　
　
Ｇ
　
　
で
あ
る
か
ら
位
相
図
は
図
４
と
な
る
。

　
　
風

　
　
相
　
　
　
点
（
申
ｑ
）
は
向
Ｖ
◎
の
仮
定
よ
り
ｑ
Ｖ
◎
の
領
域
に
あ
る
。

　
　
位

　
　
　
の
　
従
っ
て
均
衡
値
の
存
在
条
件
は

　
　
”
２

　
　
８

　
　
４
　
・
一
童
一
－
杏
亨
一
－
±

　
　
図

　
　
　
　
　
と
さ
せ
る
～
が

９３側
４
０
よ
り

　
　
　
　
内
（
◎
）
〈
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

と
な
る
こ
と
夏
る
。
¢
。
が
充
さ
れ
な
い
場
合
と
い
う
の
は
、
資
本
家
の
利
潤
要
求
と
蓄
積
意
欲
が
強
す
ぎ
て
・
た
と
え
中
◎
の

下
で
実
質
賃
金
率
を
一
定
と
さ
せ
る
よ
う
な
稼
動
率
～
で
あ
っ
て
も
資
本
家
の
蓄
積
意
欲
を
充
足
さ
せ
え
な
い
場
合
で
あ
る
・
・

　
次
に
鮒
が
成
立
す
る
場
合
に
は
偶
動
、
¢
ｏ
よ
り

　
　
　
　
、
ｑ
　
　
　
　
　
亭

　
　
　
　
、
昂
Ｖ
◎
　
　
、
昂
く
◎

　
　
　
　
　
　
宛
１
１
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
１
１
ｏ



び

Ｒ

ｇ

合場ゆに
，

図相位の
一
２ｓ５図

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
労
資
双
方
は
そ
れ
ぞ
れ
自
已
の
要
求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

る
が
、
そ
の
結
果
双
方
共
要
求
を
実
現
し
え
ず
、

の
比
較
静
学

　
Ｗ
の
均
街
状
態
偉
◎
、
剛
に
。
お
い
て
資
本
家
の
蓄
積
態
度
、
利
潤
要
求
態
度
、

（
内
（
昂
）
十
蒔
で
晦
が
変
化
）
し
た
場
合
の
炉
、
〆
、
久
へ
の
影
響
を
検
討
し
よ
う

で
あ
る
か
ら
位
相
図
は
図
５
と
な
る
。
こ
の
場
合
の
均
衡
値
の
存
在
条
件
は

　
　
　
　
内
（
◎
）
Ｖ
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

で
あ
る
。
但
９
が
充
さ
れ
な
い
場
合
と
は
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
率
要
求
が
資
本
家
の
利
潤
．

蓄
積
要
求
に
比
し
て
十
分
に
大
き
く
、
　
～
が
内
（
◎
）
を
凌
駕
す
る
場
合
で
あ
る
。
我
々
は

以
下
で
は
帥
、
胸
は
満
さ
れ
る
と
し
よ
う
。

　
均
衡
状
態
に
お
い
て
は
向
Ｖ
◎
よ
り

　
　
　
　
雫
〈
却
　
ｑ
＊
Ｖ
３
　
〉
〈
べ

　
　
　
　
戸
１
１
§
共
１
１
、
（
呉
ｑ
、
）
１
肉
、
）
Ｖ
、
（
呉
ｑ
）
ー
オ
）
１
１
◎
　
　
　
　
　
　
陶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賃
金
・
価
格
の
引
上
げ
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
　
賃
金
・
物
価
が
同
率
で
上
昇
し
て
ゆ
く
。

労
働
者
の
実
質
賃
金
率
の
要
求
態
度
が
変
化

偉
◎
、
ｅ
心
を
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
全
徴
分
す
れ
ぱ

マ
、
、
尽
り
今
一
三
じ
苧
三
曇
・
一
一
一
§

と
な
る
。
安
定
条
件
陶
、
鮒
す
な
わ
ち
い
、
側
は
充
さ
れ
て
い
る
と
し
て

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

（
一
と
Ｖ
◎
）
、

）４４（

各
ケ
ー
ス
で
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
内
生

　
　
　
九
五
（
二
二
二
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
二
一
四
）

変
数
へ
の
比
較
静
学
的
効
果
は
次
の
よ
う
に
た
る
。

　
　
　
　
　
、
局
　
　
、
Ｈ

　
　
　
　
、
亭
１
１
一
と
（
、
尽
、
１
“
、
尽
、
）
〈
◎
（
、
－
五
、
一
）
・
◎
Ｖ
（
、
１
×
冨
一
）
二
と
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

　
　
　
　
幹
↓
一
一
三
、
土
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

　
　
　
　
薄
－
妾
、
平
壁
ぺ
、
ヤ
セ
　
　
　
　
　
　
　
帥

　
　
　
　
鵡
－
寺
一
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

　
　
　
　
雛
－
キ
寿
、
・
ミ
一
・
・
一
下
き
・
・
一
下
・
§
　
　
　
　
側

　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
苧
寺
す
、
苧
一
－
塗
蝸
・
碁
、
・
§
一
・
・
一
下
き
三
工
一
昌
侮
・

　
　
　
　
、
完
　
　
Ｈ

　
　
　
　
§
も
１
１
一
と
（
１
斗
、
。
）
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

　
　
　
　
亭
　
　
一

　
　
　
　
曇
」
」
一
一
↓
、
一
一
灼
、
。
ミ
、
一
く
◎
一
下
五
、
一
一
・
Ｖ
◎
一
下
差
一
　
　
　
　
　
働

　
　
　
　
帯
寸
↑
言
妻
一
羊
ミ
ヘ
・
亭
三
；
…
・
・
干
×
冨
一
一
鮒

以
上
は
表
１
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
上
の
結
果
の
経
済
的
意
味
を
検
討
し
よ
う
。
．
そ
の
た
め
に
は
安
定
条
件
の
二
つ
の

ケ
ー
ス
で
あ
る
～
と
側
と
の
差
を
検
討
し
て
お
か
な
げ
れ
ば
な
ら
た
い
。
ヶ
ー
ス
○
Ｏ
で
は
、
超
過
需
要
が
生
じ
て
（
国
Ｖ
◎
）
稼
動
率



果効的学静較比のでら１表

ス
ほ
つ

一

十

十

４
９

－

ケ
○
ｏ

一

一
？
・

ス
仁
Ｄ

十

．
９
・
・

¢
９

－

ケ
○
ｏ

十

十

十

ス
仁
つ

十

十

十

９
９

－

ケ
む
（

■

十

十

Ｒ

６
真

き
い
の
で
総
需
要
は
減
少
し
ら
は
安
定
と
た
る
。

安
定
と
な
る
。

　
　
＊
　
皆
十
ミ
Ｖ
◎
と
は
投
資
の
利
潤
弾
性
が
相
対
的
に
小
さ
い
場
合
で
あ
る
か
ら
、
消
費
需
要
に
比
し
て
投
資
需
要
が
相
対
的
に
よ
り
硬
直
的

　
　
　
な
の
で
あ
る
。
又
、
、
合
バ
｝
、
尽
、
と
は
労
資
の
力
関
係
に
つ
い
て
資
本
家
の
方
が
優
勢
で
あ
り
、
そ
の
要
求
を
よ
り
貫
徹
で
き
る
こ
と
を
示
す
。

　
ま
ず
投
資
関
数
が
上
方
に
シ
フ
ト
し
て
（
ら
の
上
昇
）
超
過
需
要
と
な
っ
た
時
に
、
上
述
よ
り
ヶ
ー
ス
～
で
は
実
質
賃
金
率
は
低

下
し
投
資
は
増
加
し
、
ヶ
ー
ス
Ｇ
つ
で
は
逆
と
な
る
。
稼
動
率
、
従
っ
て
雇
用
は
上
昇
し
、
イ
ソ
フ
レ
率
も
上
昇
す
る
。

　
次
に
労
働
者
の
実
質
賃
金
率
の
要
求
関
数
が
上
方
ヘ
シ
フ
ト
し
た
場
合
（
～
の
上
昇
）
、
ヶ
－
ス
い
で
は
内
、
十
ミ
Ｍ
◎
だ
か
ら
稼

動
率
は
上
昇
し
、
従
っ
て
資
本
家
の
要
求
利
潤
率
は
引
上
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
現
利
潤
率
は
低
下
し
て
い
る
か
ら
イ

ソ
フ
レ
率
も
高
ま
っ
て
い
る
。
ヶ
ー
ス
Ｇ
つ
で
は
内
、
十
§
〈
◎
だ
か
ら
稼
動
率
は
逆
に
低
下
し
、
従
っ
て
実
現
利
潤
率
と
共
に
要
求

利
潤
率
も
低
下
し
て
い
る
。
イ
ソ
フ
レ
率
の
動
向
は
両
者
の
低
下
巾
の
差
に
依
存
し
、
侮
ｏ
に
お
い
て
利
潤
率
の
低
下
に
よ
る
投
資
の

　
　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
皐
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
二
一
五
）

が
上
昇
し
た
場
合
に
、
、
、
お
バ
ぎ
、
冬
、
よ
り
、
一
方
で
は
実
質
賃
金
率
は
低
下
し
消
費
需
要
は
そ
れ
だ

け
減
少
す
る
が
、
他
方
で
は
利
潤
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
投
資
需
要
は
増
加
す
る
。
こ
の
両
者
の
総
合

効
果
は
筆
十
ミ
ｗ
ｏ
よ
り
前
老
が
後
者
を
凌
駕
し
、
従
っ
て
超
過
需
要
は
そ
れ
だ
け
緩
和
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
＊

＆
は
安
定
と
な
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
に
ー
仮
に
前
者
出
の
効
果
が
後
老
鮒
の
そ
れ
を
下
回
れ
ぱ

（
野
十
ミ
〈
◎
）
超
過
需
要
は
更
に
強
ま
り
ら
は
不
安
定
と
な
る
。
ヶ
－
ス
ほ
↓
で
は
、
超
過
需
要
に
１
よ

っ
て
稼
動
率
が
上
昇
し
た
場
合
に
、
、
、
、
冬
、
Ｖ
“
、
冬
、
よ
り
実
質
賃
金
率
は
上
昇
し
消
費
需
要
は
増
加
す

る
が
利
潤
率
の
低
下
は
投
資
需
要
を
減
少
さ
せ
る
。
内
、
十
§
１
〈
◎
よ
り
投
資
の
利
潤
弾
性
は
よ
り
大

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
場
合
、
仮
に
１
穿
十
§
Ｖ
◎
で
あ
れ
ば
超
過
需
要
は
一
層
強
ま
り
ら
は
不



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
．
一
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
二
ニ
ハ
）

下
落
が
よ
り
大
き
く
、
又
稼
動
率
の
低
下
に
ょ
る
要
求
利
潤
率
の
下
落
が
よ
り
大
き
い
程
イ
ソ
フ
レ
率
は
低
下
し
や
す
く
な
る
。

　
最
後
に
資
本
家
の
要
求
利
潤
率
関
数
が
上
方
ヘ
シ
フ
ト
し
て
（
～
の
上
昇
）
実
質
賃
金
率
が
引
下
げ
ら
れ
た
場
合
、
ヶ
ー
ス
○
り
で

は
稼
動
率
は
低
下
す
る
が
、
利
潤
率
上
昇
に
よ
る
投
資
増
が
少
な
い
程
、
又
稼
動
率
の
低
下
に
よ
る
労
働
老
の
要
求
実
質
賃
金
率
の

低
下
巾
が
大
き
い
程
、
イ
ソ
フ
レ
率
は
低
下
し
や
す
く
な
る
。

　
ゆ
　
勺
◎
－
２
１
昌
気

　
以
上
で
は
個
別
の
行
動
関
数
の
シ
フ
ト
に
よ
る
経
済
的
効
果
を
検
討
し
た
が
、
こ
こ
で
は
政
府
に
よ
る
各
行
動
関
数
の
規
制
・
誘

導
に
よ
っ
て
、
物
価
上
昇
率
を
引
下
げ
っ
っ
、
雇
用
と
実
質
賃
金
率
と
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
を
政
策
目
的
と
し
、
そ
小
た
め
の
政
策

手
段
と
そ
の
条
件
を
検
討
す
る
。

　
¢
表
１
よ
り
、
ま
ず
ヶ
－
ス
～
で
吻
Ｖ
尽
、
（
§
十
灼
、
）
で
あ
る
時
、
資
本
家
の
利
潤
要
求
態
度
を
観
制
し
て
引
下
げ
さ
せ
れ
ば

（
～
の
低
下
）
三
目
標
の
同
時
達
成
は
可
能
で
あ
る
。
　
ヶ
ー
ス
～
か
っ
吻
Ｖ
瓜
、
（
ミ
十
穿
）
の
場
合
と
は
、
ま
ず
＆
が
大
き
す
ぎ
ず

（
ミ
十
等
Ｖ
◎
）
、
利
潤
要
求
態
度
を
規
制
す
れ
ば
投
資
が
大
巾
に
は
落
込
ま
な
い
の
で
、
消
費
需
要
増
に
よ
っ
て
雇
用
が
増
加
す
る
。

更
に
＆
が
小
さ
す
ぎ
ず
、
８
が
大
き
す
ぎ
な
い
（
吻
Ｖ
合
、
（
ミ
十
等
）
）
の
で
、
投
資
は
そ
れ
な
り
に
下
落
し
て
超
過
需
要
を
緩
和
し
、

更
に
失
業
率
の
下
落
に
よ
る
Ｒ
の
上
昇
圧
力
が
そ
れ
程
強
く
な
い
の
で
超
過
需
要
の
程
度
を
弱
め
、
よ
っ
て
要
求
利
潤
の
規
制
に

よ
る
物
価
上
昇
率
の
引
下
げ
要
因
が
優
位
を
占
め
て
、
三
目
標
が
達
成
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
◎
労
資
の
要
求
態
度
の
規
制
（
享
１
１
き
も
く
◎
）
。

　
資
本
家
の
利
潤
要
求
態
度
を
規
制
し
た
だ
げ
で
は
三
目
標
を
実
現
さ
せ
る
－
」
と
が
で
き
淀
い
場
合
に
、
更
に
労
働
者
の
実
質
賃
金

率
の
要
求
態
度
を
規
制
（
０
ｒ
自
粛
）
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
目
擦
が
達
成
可
能
と
な
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
Ｗ
と



Ｒ
と
を
共
に
上
昇
さ
せ
る
た
め
に
は

　
　
　
　
～
局
　
　
Ｈ
　
ｌ
、
、
、
十
討
、
　
ｑ
量

　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
◎
　
　
一
．
一
、
Ｖ
ぎ
、
、
、

　
　
　
　
～
亭
－
一
と
　
　
　
◎
　
　
　
１
吻

　
　
　
　
亭
　
　
　
Ｈ
　
３
一
　
１
、
、
、
十
“
、

　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
ぶ
Ｈ
（
＼
、
、
１
“
、
）
〈
◎

　
　
　
　
～
寧
－
一
と
　
ぶ
一
　
　
◎

　
　
　
二
”
讐
賞
∴
い
一
一
い

で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
Ｇ
つ
の
場
合
に
は
馴
と
６
ｄ
よ
り
雇
用
改
善
と
実
質
賃
金
率
改
善
と
を
両
立
さ
せ
え
な
い
。

レ
率
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
の
刃
の
範
囲
は

　
　
　
　
鞭
－
冬
蹄
・
工
筆

　
　
　
　
　
－
寺
童
・
青
・
工
一
－
§
一
干
、
Ｓ
－
三
去
・
、
・
一
、
・
。

　
　
　
二
一
ふ
十
一
；
ミ
一
・
童
－
一

　
　
　
．
　
　
　
尽
、
（
灼
、
十
§
ｑ
）
－
吻

　
　
　
：
　
、
Ｖ

　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
　
　
　
吻
－
十
（
内
、
十
ミ
ｑ
）
尽
、

　
　
　
　
　
　
　
　
９

で
あ
る
。
榊
、
鯛
、
帥
を
両
立
さ
せ
る
に
は

　
　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
二
一
七
）

り６弓侮○侮
～
の
場
合
イ
ソ
フ

の６



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
二
一
八
）

　
　
　
　
“
、
　
　
も
、
（
灼
、
十
§
ｑ
）
１
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
↓
ー
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
～
（
内
、
十
ミ
ｑ
）
（
専
、
尽
、
１
、
、
も
、
）
十
ぎ
、
。
引
十
吻
、
、
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
｝
１
＋
（
内
、
十
ミ
ｑ
）
尽
、

　
　
　
　
　
　
　
§

で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
充
さ
れ
る
か
ら
三
目
標
を
同
時
達
成
す
る
た
め
の
刃
の
範
囲
は

　
　
　
　
　
も
、
（
灼
、
十
ミ
ｑ
）
１
吻
　
　
　
　
ぎ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
〈
穴
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

　
　
　
　
吻
１
＋
（
内
、
十
ミ
ｑ
）
冬
、

　
　
　
　
　
ミ

で
あ
る
。
鰯
よ
り
吻
Ｖ
尽
、
ぎ
で
あ
れ
ば
、
〈
◎
も
可
能
と
な
る
。
す
た
わ
ち
こ
の
時
は
鮒
よ
り
、
押
ミ
ぎ
Ｖ
◎
で
あ
る
か
ら
、
利

潤
を
規
制
す
れ
ば
イ
ソ
フ
レ
率
が
低
下
す
る
の
で
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
率
の
要
求
態
度
が
あ
る
程
度
は
強
化
（
上
方
シ
フ
ト
）
さ
れ

て
も
イ
ソ
フ
レ
率
を
上
昇
さ
せ
ず
に
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
り
く
、
、
ぎ
で
あ
れ
ぱ
三
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
た
め
に
は
労
働

者
の
要
求
態
度
も
規
制
（
下
方
シ
フ
ト
）
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
規
制
が
働
き
す
ぎ
れ
ば
（
、
〈
“
、
＼
、
、
）
イ
ソ
フ
レ
率
は
大
巾
に
低

下
す
る
が
、
雇
用
と
実
質
賃
金
率
も
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ケ
ー
ス
側
の
場
合
に
は
双
方
の
要
求
態
度
か
規
制
し
て
も
Ｒ
と
ｗ
と
の
同
時
改
善
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
　
利
潤
要
求
態
度
と
投
資
態
度
と
の
観
制
（
§
ｏ
１
Ｉ
、
畠
怠
く
◎
）

　
＆
の
大
き
な
ヶ
ー
ス
側
で
は
所
得
政
策
、
す
な
わ
ち
労
資
の
要
求
態
度
を
規
制
し
た
だ
け
で
は
三
目
標
を
達
成
で
き
な
い
。
そ

こ
で
資
本
家
の
供
給
態
度
と
投
資
態
度
と
を
共
に
規
制
す
れ
ば
事
態
は
打
開
可
能
と
な
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
、
完
　
　
尋
、
　
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
◎

　
　
　
　
§
も
　
１
、
　
ー
り



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
、
吻

－
■
一
一
グ
デ
〈
。
の
場
合
パ
一

　
　
　
　
幹
よ
｝
い
　
　
…
、
・
素
糾
龍
、
。

　
　
　
　
節
人
粂
－
鵡
一
－
、
一
去
「
苧
ミ
、
十
、
り
・
。

　
　
　
．
　
　
　
（
灼
、
十
ミ
ｑ
）
尽
、
１
吻

　
　
　
一
一
＼
Ｖ

　
　
　
　
　
　
　
　
尽
、
ミ
ミ
十
尽
、

以
上
よ
り
～
印
吻
Ｖ
尽
、
（
灼
、
十
ミ
ｑ
）
の
場
合
に
は
鮒
と
価
Ｏ
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
討
、
い
　
１
（
内
、
十
ミ
、
）
も
、
川
勿
～
一
と
く
◎

　
　
　
　
、
、
尽
、
１
“
、
尽
、
　
　
尽
、
ミ
ミ
十
尽

で
あ
る
か
ら
三
目
標
を
達
成
す
る
に
は

　
　
　
　
・
・
－
吻
訣
叫
雫
・
、
・
素
索
・
。

と
す
れ
ば
よ
い
。
○
い
印
吻
く
尽
、
（
灼
、
十
ミ
）
の
場
合
に
は
価
ｏ
と
価
ヵ
に
お
い
て

　
　
　
　
寺
、
（
内
、
十
、
、
）
１
（
内
、
＾
ミ
、
）
息
、
川
吻
～
一
と
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
、
、
十
“
、
ミ
ミ
　
　
　
も
ミ
ミ
十
尽

で
あ
る
か
ら
三
目
標
を
達
成
す
る
に
に

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

〈
◎

Ｖ
◎

一
〇
一
（
二
一
九
）

）９５（）
６
０

（）１６（勃価



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）

。
〈
一
出
詣
水
叩
り
く
穴
ボ
輯
龍

一
〇
二
（
二
二
〇
）

と
す
れ
ば
よ
い
。

仁
っ
の
場
合
に
は

一
素
硝
守
り
く
穴
ボ
乖
能
く
・

）３６（ゆ価

と
す
れ
ば
よ
い
。

　
以
上
の
経
済
的
意
味
を
検
討
し
よ
う
。
ヶ
－
ス
～
で
吻
く
尽
、
（
灼
、
十
ミ
）
、
す
な
わ
ち
投
資
の
利
潤
弾
性
が
小
さ
い
場
合
に
は
利
潤

要
求
態
度
を
規
制
す
れ
ば
Ｒ
と
ｗ
と
の
増
加
と
共
に
・
久
も
上
昇
す
る
か
ら
、
三
目
標
を
達
成
す
る
に
は
同
時
に
投
資
規
制
に
よ

っ
て
投
資
量
を
抑
制
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
抑
制
が
す
ぎ
れ
ば
雇
用
も
減
少
す
る
。
＆
が
や
や
大
き
く
な
っ
て
い
か
っ
吻
Ｖ
尽
、
（
灼
、
十

ミ
ｑ
）
と
な
れ
ば
、
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ば
三
目
標
を
達
成
可
能
と
な
る
か
ら
働
の
範
囲
内
で
投
資
量
を
掛
泳
で
き
る
。
　
＆
が
更

に
大
き
く
な
っ
て
仁
↓
と
な
れ
ば
、
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ば
ｗ
、
・
久
は
共
に
減
少
す
る
か
ら
価
ゆ
の
範
囲
内
で
投
資
を
増
加
さ
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
投
資
増
加
量
が
崎
ゆ
以
下
で
あ
れ
ぱ
雇
用
が
回
復
せ
ず
、
¢
ゆ
以
上
と
な
れ
ば
・
久
が
上
昇
す
る
。

　
以
上
よ
り
供
給
態
度
の
規
制
と
共
に
投
資
態
度
も
観
制
可
能
と
な
れ
ば
、
ｗ
，
Ｒ
、
・
久
に
つ
い
て
の
三
目
標
を
同
時
に
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

１
Ｖ

銀
行
部
門
に
よ
る
資
金
市
場
の
考
慮

　
本
節
で
は
第
－
節
の
財
市
場
と
密
接
な
相
関
関
係
に
あ
る
資
金
市
場
を
取
上
げ
て
、
財
・
資
金
市
場
か
ら
な
る
簡
単
な
モ
デ
ル
の

構
造
と
機
能
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
雇
用
と
実
質
賃
金
率
を
同
時
に
改
善
さ
せ
る
た
め
の
条
件
と
政
策
を
検
討
す
る
。
そ
の
際



資
金
市
場
と
し
て
は
我
国
の
特
徴
を
考
慮
し
て
銀
行
と
民
間
部
門
と
に
１
よ
る
貸
付
資
金
市
場
を
考
え
貸
出
し
利
率
の
決
定
を
論
ず
る
。

　
い
資
金
市
場

　
資
金
市
場
を
で
き
る
だ
け
簡
単
に
扱
う
た
め
に
次
の
仮
定
を
お
く
。

　
¢
期
間
分
析
。
連
続
的
な
経
済
活
動
を
論
理
的
に
分
析
す
る
た
め
の
抽
象
概
念
と
し
て
期
問
を
考
え
る
。
資
金
市
場
に
っ
い
て
は
、

今
期
資
金
の
需
給
と
貸
出
し
利
率
、
貸
借
契
約
は
今
期
の
期
首
に
１
決
定
さ
れ
、
期
中
に
お
い
て
は
期
首
の
契
約
に
も
と
ず
く
資
金
取

引
が
実
施
さ
れ
、
期
末
す
な
わ
ち
次
期
の
期
首
に
今
期
の
利
子
が
支
払
わ
れ
る
。
従
っ
て
今
期
の
期
首
に
お
げ
る
利
子
率
の
決
定
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

際
し
て
間
題
と
な
る
利
払
い
、
利
子
所
得
は
、
前
期
期
首
で
決
定
済
で
与
件
と
し
て
の
前
期
利
子
で
あ
る
。

◎
目
銀
・
日
銀
は
市
中
銀
行
に
一
定
の
公
定
歩
合
・
・
で
期
首
に
貸
出
し
仏
を
行
う
。
．
目
銀
の
予
算
制
約
式
一
今
期
の
負
債
、
利
潤

ｎ
資
産
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
」
ミ
ｔ
ｏ
卜
◎
１
１
」
卜
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

で
あ
る
。
こ
こ
で
〃
は
現
金
通
貨
一
暮
雀
・
邑
昌
・
邑
の
増
分
を
示
し
、
＾
は
前
期
ま
で
の
日
銀
の
市
銀
一
の
貸
出
総
額

（
。
・
§
斤
）
で
あ
り
今
期
期
首
に
お
い
て
は
与
件
で
あ
る
。

　
　
市
中
銀
行
。
市
銀
は
日
銀
借
入
れ
と
民
間
預
金
〃
と
を
原
資
と
し
て
企
業
へ
信
用
供
給
（
与
信
）
を
行
う
。
市
銀
は
預
金
引
出

し
に
備
え
て
法
定
準
備
率
ん
を
下
険
と
し
て
現
金
を
準
備
し
て
い
る
（
」
き
）
。
預
金
準
備
率
は
銀
行
の
売
上
げ
マ
ー
ジ
ソ
で
あ
る

貸
出
利
率
・
¢
と
公
定
歩
合
・
～
と
の
差
の
減
少
関
数
で
あ
る
。

　
　
　
　
」
き
１
１
、
」
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
、
１
１
六
“
１
“
ｏ
）
　
　
＼
バ
９
，
Ｗ
ぎ

　
　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
（
二
二
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
二
二
二
）

預
金
利
子
率
の
問
題
を
無
視
す
る
た
め
に
、
民
間
預
金
に
つ
い
て
貯
蓄
性
預
金
を
無
視
し
て
要
求
払
預
金
の
み
と
し
、
そ
の
利
子
率
．

は
Ｏ
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
銀
行
部
門
の
予
算
制
約
式
は
ゆ
と
な
る
。

　
　
　
　
」
ｂ
＋
」
卜
Ｏ
＋
（
“
■
－
卜
１
８
卜
Ｏ
）
Ｈ
」
卜
十
」
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
家
計
。
家
計
所
得
は
賃
金
の
み
と
し
、
消
費
と
貯
蓄
に
振
分
げ
ら
れ
る
。
貯
蓄
の
形
態
と
し
て
は
、
そ
の
一
定
率
ｏ
だ
げ
は

銀
行
へ
預
金
さ
れ
、
他
は
現
金
保
有
（
」
峯
）
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
」
ｂ
，
１
１
呉
ミ
暑
１
０
）
　
　
」
峯
１
１
（
Ｈ
ｌ
Ｑ
）
（
ミ
暑
１
０
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

家
計
部
門
の
予
算
制
約
式
（
収
入
１
１
支
出
）
は
ゆ
で
あ
る
。

　
　
　
　
ミ
考
Ｈ
０
＋
」
ｂ
、
十
」
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
◎
企
業
。
企
業
は
投
資
財
．
中
問
財
．
生
産
要
素
（
労
働
）
を
購
入
す
る
た
め
に
内
部
資
金
で
は
不
足
す
る
部
分
を
市
銀
か
ら
受

信
す
る
。
企
業
の
市
銀
一
の
資
金
需
要
額
〃
は
総
生
屡
に
比
例
す
る
と
し
、
借
入
れ
利
子
率
・
ふ
高
い
程
・
内
部
資
金
と
借

入
資
金
の
流
通
速
度
を
早
め
る
こ
と
と
に
よ
っ
て
資
金
需
要
を
節
約
す
る
と
す
れ
ば

　
　
　
　
」
宝
１
１
」
ミ
（
ｈ
ト
“
）
　
　
」
卜
、
Ｖ
◎
一
」
卜
、
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
な
る
。
企
業
も
家
計
と
同
様
に
手
元
資
金
の
う
ち
ｏ
だ
げ
預
金
し
（
」
や
）
、
他
は
現
金
を
保
有
す
る
（
」
き
）
と
す
れ
ば

　
　
　
　
」
ｂ
、
」
き
Ｈ
ｓ
一
（
Ｈ
Ｉ
ｓ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
（
注
１
）

で
あ
る
。
企
業
部
門
の
予
算
制
約
式
（
収
入
１
１
支
出
）
は
働
で
あ
る
。

　
　
　
　
ｓ
ｋ
＋
－
十
〇
十
」
卜
１
ｌ
ｓ
ｋ
＋
Ｈ
＋
ミ
考
十
“
ー
ト
十
」
ｂ
。
十
」
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
注
１
、
日
本
経
済
に
お
げ
る
民
問
の
現
金
・
預
金
比
率
（
」
き
十
」
き
）
＼
」
ｂ
）
は
Ｓ
４
２
～
Ｓ
５
１
の
１
０
年
間
で
ほ
ぽ
１
０
劣
（
従
っ
て
ｓ
介
９
り



　
　
　
と
安
定
し
て
い
る
。
参
考
、
「
近
代
経
済
学
２
」
有
斐
閣
大
学
双
書
第
５
章
。
無
論
企
業
と
家
計
の
ｏ
は
異
た
り
、
又
そ
の
値
も
変
動
す
る

　
　
　
で
あ
ろ
う
が
こ
こ
で
は
簡
単
に
両
者
は
同
一
値
で
一
定
と
し
た
。

　
以
上
の
仮
定
の
も
と
で
利
子
率
の
決
定
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
オ
当
§
の
、
ぎ
事
よ
り
目
銀
、
市
銀
、
家
計
、
企
業
の
４
主
体
の

予
算
制
約
式
の
う
ち
１
式
は
他
の
３
式
か
ら
導
出
さ
れ
る
。
い
と
ゆ
あ
る
い
は
Ｏ
と
側
よ
り
日
銀
・
市
銀
の
金
融
部
門
と
家
計
．
企

業
の
民
問
非
金
融
部
門
と
の
間
の
貸
借
バ
ラ
ソ
ス
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
」
ミ
十
」
ｂ
＋
“
１
一
ト
ー
－
」
卜
十
」
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

が
成
立
す
る
。
働
を
書
き
か
え
て

　
　
　
　
曽
１
１
§
十
（
」
き
十
」
き
）
十
二
卜
　
」
ミ
ー
」
き
１
１
」
魯
十
」
峯
　
　
　
　
　
　
　
　
倒

を
得
る
。
現
金
通
貨
と
預
金
通
貨
の
和
と
し
て
の
通
貨
（
払
、
こ
こ
で
は
貯
蓄
性
預
金
も
〃
に
包
摂
し
て
い
る
か
ら
事
実
上
の
地
）
は

　
　
　
　
ミ
ー
」
ｂ
＋
」
き
十
」
ミ
、
１
１
」
卜
１
“
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
◎

で
あ
る
。
企
業
と
家
計
の
預
金
と
現
金
と
の
選
択
に
関
す
る
仮
定
ゆ
、
い
よ
り

　
　
　
　
曽
１
Ｉ
Ｈ
“
（
」
峯
十
」
き
）
１
－
Ｈ
“
一
」
ミ
ー
」
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側

で
あ
る
。
何
と
銀
行
の
準
備
率
政
策
＠
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
」
ｂ
ｌ
Ｉ
」
Ｓ
＼
〒
Ｈ
Ｉ
ｓ
（
」
ミ
ー
」
き
）

で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劣

　
　
　
　
」
峯
Ｈ
Ｈ
よ
（
Ｈ
↓
）
」
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ

　
　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
（
二
二
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
」
ｂ
ｌ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
」
ミ

　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｉ
ｓ
（
Ｈ
Ｉ
、
）

と
な
る
。
そ
こ
で
ゆ
に
＠
、
四
、
ｑ
３
を
代
入
す
る
と

一
〇
六
（
二
二
四
）

尋¢

、
卜
十
払
↓
一
・
、
」
よ
ゴ
一
一
一
牛
婁
・
・
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
ｌ
Ｉ
ｒ
ｓ
（
一
↓
）
（
曽
・
↓
・
ぎ
）
十
い
－
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
　
ｌ
Ｉ
ｂ
（
」
卜
ｏ
１
８
卜
ｏ
）
十
い
１
－
ト
　
　
も
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
Ｉ
Ｓ
（
Ｈ
Ｉ
～
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
（
注
２
）

を
得
る
。
岬
は
市
銀
が
、
企
業
貸
出
し
（
。
・
ざ
鼻
）
か
ら
の
利
子
所
得
を
受
取
り
、
日
銀
借
入
れ
金
（
。
・
け
◎
鼻
）
へ
の
利
拡
い
を
済
ま
せ
、

　
　
　
０

今
期
此
だ
げ
目
銀
か
ら
借
入
れ
た
も
と
で
企
業
へ
貸
出
す
増
分
を
示
し
て
い
る
。
岬
が
成
立
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
別
の
角
度
か
ら

検
討
し
て
お
こ
う
。

　
　
（
注
２
）
　
注
１
と
同
様
に
し
て
、
目
本
経
済
で
現
金
準
傭
率
刃
は
変
動
し
て
い
る
が
平
均
す
る
と
”
劣
程
度
な
の
で
信
用
乗
数
Ｏ
は
約
１
５

　
　
　
　
と
な
る
。
当
期
問
に
お
げ
る
刃
の
最
低
値
（
”
劣
）
と
最
高
値
（
“
％
）
と
に
よ
る
Ｏ
の
変
動
を
み
れ
ぽ
、
そ
れ
ぞ
れ
１
７
と
１
４
で
あ

　
　
　
　
る
。

　
市
銀
が
日
銀
か
レ
借
入
れ
た
原
資
を
北
（
岬
で
は
き
ｏ
↓
卜
◎
）
と
す
る
と
、
市
銀
は
企
業
に
北
だ
け
貸
出
Ｌ
で
き
る
。
企
業
は
こ

の
資
金
で
財
の
購
入
や
賃
金
の
支
払
い
を
済
ま
し
た
り
す
る
が
、
民
問
部
門
全
体
と
し
て
は
倣
だ
げ
銀
行
部
門
に
預
金
し
て
い
る
。

従
っ
て
銀
行
部
門
は
こ
の
預
金
の
う
ち
伽
だ
げ
を
準
備
と
し
て
残
し
、
残
額
（
Ｈ
Ｉ
、
）
ぎ
を
再
び
企
業
部
門
に
貸
付
げ
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

与
信
と
預
金
の
波
及
過
程
は
表
２
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
総
計
と
し
て
似
、
〃
の
貸
出
し
、
預
金
を
生
尖
だ
す
。



程過及波の造ｕ倉用信２表

金備準金預

↓
出貸

↓
資原

グ○刃
〃

北劣

北
２
０
わ一Ｇ刃

北
２
０
わ一Ｇ

劣○

わ一Ｇ〃
刃
２
０

わ一Ｇ

加

次
次
　
　
）

一
二
…
計

第
第

ｏ
北

わ一Ｇ
６
．
１

北
１

わ一Ｇ
ｏ
・
１

北

わ一Ｇ
ｏ
・１

　
ｑ
４
の
右
辺
第
二
項
は
企
業
の
銀
行
へ
の
利
抵
い
を
示
し
、
そ
の
額
だ
け
銀
行
は
与
信
す
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
仮
に
１
企
業
が
銀
行
へ
１
だ
け
の
利
子
を
支
払
え

ぱ
銀
行
は
そ
れ
を
原
資
と
し
て
９
だ
げ
貸
付
げ
を
増
加
さ
せ
る
。
他
方
企
業
は
手
元
資
金
か
ら
１

だ
げ
銀
行
返
済
し
た
た
め
に
ー
、
さ
も
な
げ
れ
ば
銀
行
へ
ｏ
だ
げ
預
金
Ｌ
た
の
で
あ
る
か
ら
銀
行
で

は
ｏ
だ
け
の
預
金
が
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。
銀
行
は
こ
の
預
金
が
存
在
す
れ
ば
信
用
創
造
を
合

計
（
Ｈ
ー
ざ
）
ｂ
だ
げ
行
う
か
ら
、
結
局
企
業
か
ら
銀
行
へ
利
払
い
が
１
で
あ
る
時
に
追
加
さ
れ
る
与

信
量
は
ｂ
（
Ｈ
－
Ｑ
（
Ｈ
－
＼
）
）
１
Ｉ
Ｈ
と
た
る
の
で
あ
る
。
所
で
の
を
考
慮
す
れ
ば

　
　
　
　
ｂ
ｌ
Ｉ
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
１
１
ｂ
（
“
１
“
ｏ
）
　
ｂ
，
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閥

　
　
　
　
　
　
Ｈ
－
ｓ
（
Ｈ
Ｉ
、
（
“
１
８
）
）

と
な
る
。
そ
こ
で
ゆ
、
岬
、
胸
よ
り
利
子
率
は
銀
行
信
用
へ
の
需
給
関
係
よ
り

　
　
　
　
曽
・
１
１
旨
・
（
吋
お
一
）
１
－
旨
。
Ｈ
き
。
（
き
。
ー
も
。
も
）

　
　
　
　
　
　
１
１
」
卜
。
（
」
卜
ｏ
Ｉ
８
い
“
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帖

で
決
ま
る
。
貨
幣
賃
金
率
〃
は
一
定
、
〃
、
〃
は
そ
れ
ぞ
ム
、
廿
関
し
て
一
次
同
次
の
関

数
と
し
て
、
崎
の
両
辺
を
皿
で
割
れ
ば

熊
－
旨
。
一
漆
二
－
旨
。
一
莱
。
↓
－
、
。
一
局
、
；

熊
、
－
き
、
一
融
↓
↓
一
ご
一

雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

一
〇
七
（
二
二
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
、
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
（
二
二
六
）

と
な
る
か
ら
ｏ
ゆ
は
帥
と
な
る
。

　
　
　
　
令
（
ｑ
二
）
１
ー
ト
（
完
套
工
）
　
ト
、
Ｖ
◎
　
企
、
〈
◎
一
　
李
。
Ｖ
◎
　
企
。
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

帥
で
Ｒ
は
物
価
の
変
化
が
資
金
需
給
に
及
ぽ
す
効
果
を
示
し
て
お
り
、
物
価
が
上
昇
す
れ
ば
〃
１
１
一
定
を
仮
定
し
た
か
ら
Ｒ
は

低
下
し
、
実
質
資
金
供
給
量
は
減
少
す
る
こ
と
に
た
る
。
ム
は
日
銀
の
市
銀
へ
の
貸
出
量
を
示
し
て
い
る
。
な
お
公
定
歩
合
・
～
は

簡
単
化
の
た
め
に
帥
で
は
無
視
し
た
が
・
～
を
低
下
さ
せ
る
効
果
は
＾
を
増
大
さ
せ
る
政
策
の
効
果
と
同
方
向
で
あ
る
。

　
○
　
モ
デ
ル

　
以
上
検
討
し
て
き
た
資
金
市
場
と
ー
節
で
扱
っ
た
財
市
場
と
で
構
成
さ
れ
る
モ
デ
ル
は
（
Ｎ
Ｉ
ｏ
）
と
岬
よ
り

　
　
　
　
べ
一
一
い
オ
い
、
）
恥
ジ
デ
ゴ
賞
葦
隻
帥

と
た
る
。
資
金
市
場
は
投
資
関
数
を
通
じ
て
財
市
場
と
接
続
し
て
い
る
。
＾
は
政
策
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
内
生
変
数
は
７
と

づ
で
あ
る
。

　
品
の
均
衡
値
は
存
在
す
る
と
仮
定
し
て
お
い
て
そ
の
安
定
性
を
検
討
し
よ
う
。
＆
に
関
し
て
そ
の
不
均
衡
状
態
で
の
運
動
方
程

式
は
働
と
な
る
。

　
　
　
　
｛

　
　
　
　
、
１
１
句
（
灼
（
）
“
）
１
、
（
、
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句
（
◎
）
１
１
◎
一
句
、
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萄

　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
い
１
Ｉ
Ｏ
（
～
×
３
“
）
ー
ト
（
完
～
？
“
）
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
（
ｏ
）
“
◎
一
〇
、
Ｖ
◎

　
　
　
　
、
…
一
ギ
婁
デ
」
…
一
い
、
、
バ
一
葦
・
・
　
　
均



宇

●
、
‘

レ

図相位の＆６図

）宇（ｆ

宇

件条在存の値衡均７図

　
亀
に
お
い
て
、
日
銀
貸
出
量
の
操
作
、

利
子
率
に
１
及
ぽ
す
効
果
を
検
討
し
よ
う
。
ｓ
を

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

　
と
お
け
ぼ
ら
の
安
定
条
件
は

　
　
　
　
　
　
亨
」
１
１
や
１
い
十
“
〈
◎

　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隼

　
　
　
　
　
　
一
と
１
１
（
や
１
、
）
～
「
内
奪
Ｖ
◎

　
で
あ
る
。
財
市
場
単
独
の
場
合
の
安
定
条
件
は
、
Ｖ
寧
で
あ
っ
た
が
（
（
～
－
。
。
）
）
、

　
資
金
市
場
を
考
慮
す
れ
ば
、
ｖ
や
は
安
定
の
十
分
条
件
と
な
る
。
投
資
と
資
金
需

　
給
の
利
子
弾
力
性
が
大
ぎ
い
程
、
生
産
の
上
昇
に
よ
る
資
金
需
要
の
弾
力
性
ら
が

　
大
き
い
程
、
軋
は
安
定
的
に
な
る
。
簡
単
化
の
た
め
に
以
下
で
は
触
と
す

　
る
。

　
　
　
　
　
、
１
Ｖ
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担

　
こ
の
時
ら
、
閥
は
図
６
と
な
る
。
品
に
お
い
て
経
済
的
に
有
意
味
な
均
衡
値
が
存

　
在
す
る
た
め
の
条
件
は
、
資
金
市
場
の
弾
力
性
を
仮
定
す
れ
ぼ

　
　
　
　
　
内
一
二
；
一
×
令
、
－
一
・
Ｘ
一
ど
的

　
が
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
（
図
７
を
参
照
）
。
以
下
で
は
こ
れ
を
仮
定
し
よ
う
。

　
　
ゆ
比
較
静
学

供
給
態
度
と
投
資
態
度
と
の
観
制
を
行
っ
た
場
合
、
利
潤
率
、
実
質
賃
金
率
、
雇
用
量
、

。
　
套
一
寧
一
亭
で
全
徴
分
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
（
二
二
七
）



と
た
る
。

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）

一
や
り
、
い
幸
一
一
じ
華
一
い
す
・
一
一
、
一
章

各
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
効
果
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
寺
　
　
Ｈ
　
　
◎
　
箏

　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
◎

　
、
套
－
一
と
　
完
ト
。
　
“

　
§
　
　
　
Ｈ
　
内
、
１
、
　
　
◎

　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
◎

～
套
－
二
と
　
　
．
９
　
　
完
ト
。

　
膏
　
　
　
寺
　
　
　
ミ

§
４
§
。
内
ミ
一
ぺ
斗
き
一
。
Ｖ
◎

　
、
、
　
　
　
Ｈ
　
．
９
、
　
　
内
｝

　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
〈
◎

～
寧
－
一
」
一
『
～
、
　
“

　
§
　
　
　
Ｈ
　
や
１
、
　
　
ミ
、

　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
忙
、
（
ミ
ｑ
＋
負
、
ｑ
，
１
や
）
ー
ミ
、
（
～
、
ｑ
，
１
～
一
。
完
、
ト
ｏ
）

軋
寧
－
一
と
　
　
や
　
　
ー
李
、

　
　
　
１
１
（
ミ
ｑ
ー
や
）
阜
、
十
ミ
、
完
、
ト
。
套
～
～

、
（
ｑ
（
、
）
十
ｂ
、
）
　
　
、
～
、
　
　
　
　
ｑ
、
　
ミ
、
　
尊

　
　
　
　
　
　
　
１
－
ｑ
　
　
　
＋
Ｈ
ｌ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
＋
Ｈ

　
　
　
～
単
　
　
　
　
　
、
単
　
　
　
　
一
と
　
１
“
、
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
ｑ
，
１
、
十
や
　
　
　
　
　
　
　
内
、
　
や
１
§
ｑ
　
　
尊

　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
ｑ
、
阜
、
十
ト
寺
、
１
完
、
套
阜
。
　
“
　
　
１
射
、
套
ト
。
　
“
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

寺
　
　
Ｈ
　
ｌ
Ｈ
尊

　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
Ｖ
◎

、
車
－
一
と
　
　
◎
　
・
９

一
〇
（
二
二
八
）

尋隼４臼弓臼旬臼つ臼萄臼旬隼◎ｅ



学静較比ので亀３表

　
　
　
　
き
　
　
　
Ｈ
　
や
－
、
　
Ｉ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

　
　
　
　
～
亭
－
一
と
　
　
や
　
　
　
◎

以
上
を
ま
と
め
る
と
表
３
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
経
済
的
意
味
を
検
討
す
る
。

　
ま
ず
目
銀
貸
出
し
ム
を
増
加
さ
せ
る
と
さ
し
あ
た
り
利
子
率
が
低
下
し
、
投
資
が
誘
発
さ
れ
て
増
加
し
、

利
潤
率
と
雇
用
は
増
加
し
実
質
賃
金
率
は
低
下
す
る
。
こ
の
効
果
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
一
皇
は
あ

ま
り
小
さ
す
ぎ
て
は
な
ら
な
い
。
実
際
幽
で
讐
↓
◎
と
す
れ
ば
分
子
の
方
が
分
母
よ
り
減
少
速
度
は
早

く
、
利
潤
率
へ
の
効
果
は
消
え
て
ゆ
く
。
目
銀
貸
出
し
が
増
加
し
た
時
に
、
さ
し
あ
た
り
低
下
し
た
利
子

率
が
結
局
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
か
否
か
は
寧
～
、
に
依
存
す
る
。
と
い
う
の
は
亀
の
（
心
ｌ
ｏ
）
に
お
い
て
、
も
し
、
１
ー
や
で

あ
れ
ぱ
、
低
下
し
た
利
子
率
の
下
で
財
市
場
の
超
過
需
要
は
続
く
。
こ
の
超
過
需
要
は
．
ｚ
が
元
の
水
準
に
復
帰
し
た
時
に
解
消
す

る
。
安
定
条
件
が
充
さ
れ
る
範
囲
内
で
や
Ｖ
、
で
あ
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
．
¢
が
元
の
水
準
に
ー
戻
っ
て
も
な
お
超
過
需
要
は
終
息
せ

ず
、
従
っ
て
・
ｚ
は
更
に
上
昇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
箏
Ｖ
、
で
利
子
率
が
上
昇
し
て
も
投
資
水
準
は
必
ず
上
昇
す
る

（
的
よ
り
）
。

　
次
に
資
本
家
の
供
給
態
度
を
規
制
し
、
以
前
と
同
一
の
利
潤
率
の
下
で
よ
り
多
く
の
雇
用
．
生
産
を
強
制
す
れ
ば
、
利
潤
率
は
下

落
す
る
。
利
潤
率
が
下
落
し
た
時
の
雇
用
へ
の
効
果
は
、
第
－
節
で
は
（
～
１
岩
）
よ
り
や
～
§
に
依
存
し
た
が
、
本
節
の
モ
デ

ル
で
は
た
と
え
や
Ｖ
§
で
あ
っ
て
も
利
子
率
の
作
用
に
ょ
ｏ
て
雇
用
が
低
下
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
と
い
う
の
や
Ｖ
§
で
あ

れ
ば
鯛
よ
り
利
子
率
は
必
ず
低
下
し
、
従
っ
て
投
資
を
増
加
さ
せ
雇
用
を
引
上
げ
る
効
果
を
も
っ
か
ら
で
あ
る
。
利
潤
規
制
の
利
子

率
へ
の
効
果
は
、
ま
ず
や
く
§
で
あ
れ
ぱ
¢
旬
よ
り
雇
用
は
必
ず
増
加
し
資
金
需
要
は
増
加
す
る
が
、
他
方
利
潤
規
制
に
ょ
る
物

　
　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
二
二
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
（
二
三
〇
）

価
の
下
落
（
実
質
賃
金
率
の
上
昇
）
は
資
金
需
要
を
緩
和
さ
せ
る
。
利
子
摩
は
こ
の
両
者
の
合
成
結
果
に
依
存
す
る
。
や
Ｖ
§
の
時

に
は
、
た
と
え
雇
用
が
増
加
し
て
資
金
需
要
が
増
加
し
た
と
し
て
も
物
価
下
落
の
効
果
が
優
勢
と
た
り
利
子
率
は
低
下
す
る
。

　
↑
り
　
り
◎
－
２
１
昌
気

　
前
項
で
検
討
し
た
個
別
政
策
を
組
合
わ
せ
て
雇
用
と
実
質
賃
金
率
と
を
共
に
上
昇
さ
せ
る
政
策
を
検
討
し
よ
う
。

　
¢
供
給
態
度
の
規
制
。

　
酬
、
的
よ
り
も
し

　
　
　
　
や
１
亀
ｑ
　
　
箏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
－
局
、
套
阜
。
　
９

で
あ
れ
ば
資
本
家
の
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ぱ
雇
用
と
実
質
賃
金
率
と
を
同
時
に
改
善
で
き
る
。
資
金
市
場
を
考
慮
し
た
ほ
う
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

そ
う
で
な
い
皿
節
の
場
合
よ
り
も
こ
の
可
能
性
は
強
ま
る
。

　
◎
供
給
態
度
’
の
観
制
と
日
銀
信
用
量
の
操
作
（
§
ｏ
ｌ
Ｉ
註
単
Ｖ
◎
）
。

的
よ
り
こ
の
場
合
に
雇
用
と
実
質
賃
金
率
を
同
時
に
改
善
す
る
た
め
に
執
る
べ
き
１
の
範
囲
は
次
の
よ
う
に
た
る
。

　
　
　
　
寺
　
　
　
Ｈ
　
　
ミ
　
　
　
尊

　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
◎

　
　
　
　
§
、
１
一
と
　
夷
李
。
１
李
、
　
“

　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
　
　
尊

　
　
、
一
．
一
、
〈
　
　
　
　
　
＼
尊
完
李
。
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶

　
　
　
　
　
　
　
ー
ト
、
９

　
　
　
　
呉
ｑ
（
、
）
十
や
）
　
　
、
寺
　
　
　
　
　
　
や
ー
ミ
ｑ
　
　
　
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
Ｉ
ｑ
　
　
＋
Ｈ
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
§
、
　
　
　
　
§
、
　
　
　
ぎ
、
完
ト
。
１
完
、
套
阜
。
“



　
　
　
．
・
．
、
Ｖ
　
や
ー
ミ
、
　
内
、
＼
箏
ｑ
、
曽
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
－
完
、
套
ト
。
９

所
で
鯛
、
ｅ
ゆ
が
両
立
す
る
た
め
に
は

　
　
　
　
や
ー
ミ
ｑ
　
内
、
ｌ
ｑ
，
９
、
　
内
、
１
１
一
と
Ｖ
◎

　
　
　
　
－
オ
、
套
ト
。
　
｝
　
　
　
ー
ト
、
｝

で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
が
こ
れ
は
成
立
す
る
。
よ
っ
て
刃
の
範
囲
は

　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
や
よ
、
　
内
、
〈
穴
　
　
Ｈ
　
ミ
、
　
内
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

　
　
　
　
筆
ｑ
、
き
一
。
１
肉
、
套
ト
。
９
　
　
尊
き
一
。
１
美
９

で
あ
る
。
鋤
が
成
立
す
れ
ば
、
〈
◎
、
す
な
わ
ち
目
銀
貸
出
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
刃
が
鰯
の
範
囲
よ
り
大
き
く
な

り
す
ぎ
れ
ば
実
質
賃
金
率
が
低
下
す
る
。
又
一
皇
が
十
分
に
小
さ
げ
れ
ば
１
を
そ
れ
だ
げ
相
当
大
き
く
さ
せ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い

（
こ
の
場
合
は
金
融
政
策
の
限
界
を
示
し
て
い
る
）
。

　
　
供
給
態
度
と
投
資
態
度
と
の
観
制
（
§
Ｑ
ｌ
１
註
や
）
。

　
こ
の
場
合
の
刃
の
範
囲
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
、
、
　
　
ミ
、
１
＼
　
箏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
、
　
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
◎
　
　
．
．
．
　
、
〈
　
　
　
　
　
＼
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

　
　
　
　
、
専
　
　
ー
ト
、
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ト
、
　
９

　
　
　
　
呉
、
一
、
一
十
Ｓ
～
ｑ
・
ミ
、
１
一
内
、
土
」
丁
干
ミ
、
灼
、
↓
・
釜
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
§
、
　
　
　
１
～
、
９
　
　
　
１
亀
、
套
ト
。
９

　
　
　
　
　
　
　
や
ー
ミ
ｑ
　
　
箏

　
　
　
．
．
．
、
Ｖ
　
　
　
　
　
　
　
＼
“
ｑ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
の

　
　
　
　
　
　
　
１
完
、
套
李
。
　
“

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
（
二
三
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
二
三
二
）

鮒
と
修
の
と
が
両
立
す
る
に
は

　
　
　
　
　
や
１
負
ｑ
　
　
灼
｝
　
　
　
　
ミ
、
　
　
内
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ｑ
，
　
　
　
　
１
１
一
と
Ｖ
◎

　
　
　
　
１
完
、
套
ト
。
９
　
　
１
～
、
“

が
必
要
だ
が
こ
れ
は
充
さ
れ
る
。
よ
っ
て
刃
の
範
囲
は
鮒
と
な
る
。

　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
や
ー
ミ
ｑ
　
　
内
｝
　
　
　
　
Ｈ
　
　
ミ
、
　
　
灼
、

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
く
～
〈
　
　
　
　
　
　
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

　
　
　
　
“
ｑ
　
－
完
、
套
ト
。
“
　
　
　
９
ー
ト
、
　
“

　
　
　
　
Ｖ
　
政
府
の
財
政
・
金
融
・
税
制
の
各
政
策
の
効
果

　
本
節
で
は
前
節
で
検
討
し
た
財
・
資
金
市
場
を
含
む
モ
デ
ル
に
国
家
の
財
政
・
税
制
・
金
融
の
各
制
度
を
考
慮
し
た
モ
デ
ル
に
よ

っ
て
、
雇
用
と
実
質
賃
金
率
と
の
改
善
（
以
下
で
は
こ
れ
を
二
目
標
と
呼
ぶ
）
、
更
に
国
債
の
償
還
（
こ
れ
ら
を
三
目
標
と
呼
ぶ
）
を
同
時

達
成
す
る
た
め
の
条
件
と
政
策
を
検
討
す
る
。

　
ｃ
○
　
モ
デ
ル

　
篤
ｙ
節
の
モ
デ
ル
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
し
、
追
加
的
仮
定
を
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
¢
政
府
は
家
計
・
企
業
の
所
得
に
対
し
て
同
一
率
¢
で
課
税
す
る
。
財
政
支
出
と
税
収
と
の
差
額
は
国
債
を
発
行
（
０
ｒ
償
還
）
す

る
。
政
府
は
総
国
債
発
行
量
の
＼
（
◎
１
〈
べ
１
〈
Ｈ
）
を
目
銀
に
、
（
Ｈ
－
べ
）
を
市
銀
に
引
受
け
さ
せ
る
。
国
債
の
利
率
は
市
銀
の
貸
出
し

利
子
率
と
同
一
と
す
る
。
政
府
の
預
金
は
無
視
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
◎
企
業
は
税
を
価
格
に
転
化
し
た
い
（
で
き
た
い
）
と
す
る
。
企
業
は
税
引
前
利
潤
宇
で
供
給
・
投
資
を
決
め
る
、
と
す
る
。

　
ま
ず
税
収
を
実
質
タ
ー
ム
で
ｒ
と
す
れ
ぽ

■



　
　
　
　
『
１
ー
ユ
肉
ミ
、
十
、
ｓ
｝
ｋ
ｌ
Ｉ
“
（
］
ｌ
ｌ
ｓ
）
ｋ
ｌ
ｌ
迂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
一
．
一
　
｛
肉
１
１
苛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

と
な
る
。
財
市
場
の
需
給
一
致
条
件
は

　
　
　
　
（
Ｈ
Ｉ
ｓ
）
ｋ
Ｉ
（
Ｈ
Ｉ
“
）
完
§
、
ｋ
ｌ
ｌ
Ｈ
＋
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
．
．
．
　
ｑ
（
Ｈ
－
（
Ｈ
ｌ
“
）
完
§
）
１
１
内
十
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

と
な
る
。
国
債
発
行
額
〃
は

　
　
　
　
」
吋
＼
、
Ｈ
０
１
『
十
“
■
一
饒
＼
ｂ

　
　
　
．
・
．
丁
島
＼
冥
１
１
〒
｛
阜
ニ
ミ
湊
－
－
〒
苛
ｔ
も
＼
漢
而
○
＼
肉
　
　
　
　
　
ゆ

で
あ
る
。
こ
こ
で
“
ー
も
＼
ｂ
肉
は
簡
単
に
価
格
の
効
果
を
無
視
し
て
一
定
と
し
よ
う
。
国
債
引
受
げ
に
っ
い
て
の
仮
定
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
」
饒
１
１
」
射
ｏ
＋
」
専
１
ー
べ
」
吋
十
（
Ｈ
ー
べ
）
」
射
　
　
◎
〈
べ
仏
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

で
あ
る
。
」
車
は
日
銀
引
受
げ
を
、
」
専
は
市
銀
引
受
け
を
示
す
。
市
銀
の
民
間
へ
の
与
信
量
」
戸
は
市
銀
の
国
債
引
受
げ
量
に
。

左
右
さ
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
国
債
を
考
慮
し
た
資
金
市
場
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
日
銀
、
政
府
、
市
銀
、
家
計
、
企
業
の
各
部
門
の

予
算
制
約
式
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
コ
簿
一
」
ミ
十
も
。
十
竜
。
１
－
旨
。
十
島
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
犀
尋
一
『
十
」
饒
１
ｌ
Ｏ
＋
“
二
饒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
卦
髄
一
邑
十
旨
一
士
－
一
（
卜
十
車
）
１
一
一
卜
一
Ｈ
き
十
畠
丁
」
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
蛸
斗
一
ミ
宅
１
ｌ
Ｏ
＋
」
ｂ
、
十
」
Ｓ
＋
『
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
一
一
五
（
二
三
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
（
二
三
四
）

　
　
　
　
吟
埜
亀
十
羊
Ｏ
＋
き
１
１
亀
十
羊
ミ
考
士
ー
ト
十
§
一
十
」
お
十
■
　
　
　
　
　
　
働

（
ト
ー
旨
）
一
（
ト
ー
お
）
は
こ
こ
で
も
成
り
立
つ
か
ら
働
、
○
つ
よ
り

　
　
　
　
」
卜
１
１
」
ｂ
＋
」
卜
〇
十
“
－
－
（
卜
十
吋
“
）
１
」
吋
“
」
－
」
き

　
　
　
　
　
↓
（
Ｈ
士
）
臭
き
「
員
十
島
「
鼻
一
十
き
一
ｔ
１
一
（
卜
十
Ｓ
ｌ
」
車

　
　
　
　
　
と
（
き
「
一
・
£
ま
（
Ｈ
士
）
も
（
島
「
鼻
）
１
貞
十
一
－
一
（
卜
十
Ｓ
　
　
　
　
　
　
＠
◎

と
な
る
。
市
銀
に
よ
る
国
債
引
受
げ
は
そ
れ
と
同
額
だ
げ
民
問
へ
の
与
信
量
を
減
ら
し
、
日
銀
引
受
げ
の
場
合
は
そ
の
只
Ｈ
＋
～
）
ｂ

倍
だ
げ
市
銀
の
信
用
供
給
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
な
る
理
由
を
別
の
角
度
か
ら
検
討
し
よ
う
。
市
銀
が
国
債
を
１

だ
げ
引
受
げ
れ
ぼ
さ
し
あ
た
り
民
間
へ
の
与
信
量
は
９
だ
げ
減
少
す
る
。
と
こ
ろ
が
市
銀
に
国
債
を
引
受
臥
さ
せ
た
政
府
は
そ
パ

を
財
政
支
出
す
る
の
で
、
そ
の
資
金
は
民
問
に
流
れ
、
民
問
は
ｏ
だ
げ
預
金
す
る
。
よ
っ
て
市
銀
は
準
備
を
除
い
た
（
Ｈ
Ｉ
、
）
ｓ
を

原
資
に
（
Ｈ
ｌ
、
）
、
ｂ
だ
げ
信
用
創
造
を
行
う
。
よ
っ
て
民
問
へ
の
与
信
量
は
（
Ｈ
Ｉ
（
Ｈ
Ｉ
、
）
Ｓ
）
ｂ
Ｈ
Ｈ
だ
げ
減
少
す
る
の
で
あ
る
。
国

債
を
日
銀
が
引
受
げ
た
場
合
に
は
、
政
府
は
そ
の
資
金
を
財
政
支
出
し
、
民
問
は
そ
の
う
ち
ｏ
倍
だ
げ
預
金
す
る
か
ら
銀
行
は
そ

の
（
Ｈ
Ｉ
～
）
ｓ
倍
を
原
資
に
し
て
結
局
（
Ｈ
Ｉ
、
）
ｓ
ｂ
倍
の
信
用
創
造
を
行
う
の
で
あ
る
。

　
の
を
ゆ
に
代
入
し
て
整
理
す
れ
ば

　
　
　
　
」
戸
１
Ｉ
ｂ
（
」
卜
「
芦
・
）
十
（
ｂ
べ
Ｉ
Ｈ
）
」
吋
－
具
Ｈ
＋
～
）
§
車
ｔ
Ｉ
一
（
卜
十
車
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

と
な
る
。
信
用
乗
数
９
が
大
き
い
程
、
国
債
の
日
銀
引
受
率
宇
を
低
下
さ
せ
て
も
、
国
債
発
行
に
よ
っ
て
市
銀
の
民
問
へ
の
与
信

量
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
が
可
能
と
た
る
。
”
が
大
き
い
程
信
用
受
授
の
規
模
が
拡
大
す
る
の
で
、
単
位
国
債
引
受
の
市
銀
負
担

が
相
対
的
に
滅
少
す
る
の
で
あ
る
。
呵
の
両
辺
を
狐
で
割
る
と



諭
と
尉
（
、
新
い
ト
。
）
・
一
亨
・
一
離
克
ド
一
一
ト
十
吋
、
一
瓢
（
、
十
、
一
、
、
吋
。

　
　
　
　
　
　
１
１
～
り
（
完
も
？
ぎ
ニ
ベ
）

　
　
　
　
套
１
１
（
」
卜
「
芦
ｏ
）
＼
ミ
き
　
｝
１
１
」
ｂ
＼
吋
き
　
ト
。
１
ー
オ
ｂ
Ｖ
◎

　
　
　
　
套
。
１
Ｉ
ｂ
＼
１
Ｈ
～
◎
　
　
阜
。
Ｖ
◎
　
　
隼
。
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胸

を
う
る
。

○
弓
で
は
今
期
期
首
に
お
い
て
所
与
の
利
子
項
に
対
す
る
物
価
の
効
果
の
項
は
、
同
じ
く
名
目
タ
ー
ム
の
目
銀
貸
出
量
へ
の
物
価
の

効
果
に
包
摂
さ
せ
て
い
る
。
市
銀
へ
の
資
金
需
要
関
数
は
ｖ
節
と
同
じ
と
す
れ
ば
利
子
率
の
決
定
式
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専

　
　
　
　
～
×
３
“
）
１
ー
ト
（
完
套
一
ぎ
、
＼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

と
た
る
。
ｏ
と
胸
よ
り
本
節
の
基
本
モ
デ
ル
は
一

　
　
　
　
二
一
ギ
、
一
パ
斗
デ
ギ
、
）
一
ギ
）
（
只
）
　
　
”

で
あ
る
。
内
生
変
数
は
プ
、
・
ｚ
で
あ
る
。
経
済
的
に
有
意
味
な
均
衡
値
は
存
在
す
る
と
し
て
そ
の
安
定
条
件
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
エ
ギ
婁
一
ミ
ゴ
一
…
一
や
い
、
一
一
穴
。
　
胸

と
お
く
。
ら
の
符
号
に
っ
い
て
、
ら
の
初
め
二
項
は
正
で
あ
る
が
、
第
三
項
の
符
号
は
４
に
依
存
す
る
。
¢
ａ
よ
り

　
　
　
　
套
。
Ｍ
◎
リ
＼
１
Ｖ
Ｈ
＼
ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮨

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
二
三
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
二
三
六
）

　
　
（
注
１
）

で
あ
る
。
蝸
は
ら
が
正
で
あ
る
た
め
の
十
分
条
件
で
あ
る
。
べ
”
◎
す
な
わ
ち
企
。
の
下
限
Ｉ
Ｈ
の
時
に
は
、
　
ら
の
下
限
は

　
　
　
　
昌
ぎ
や
１
１
（
ト
、
１
完
、
套
）
－
“
ｑ
、
～
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
均

で
あ
る
。
ら
、
０
ｄ
の
左
辺
の
経
済
的
意
味
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
財
市
場
に
お
け
る
経
済
活
動
水
準
が
上
昇
し
た
時
に
、
は
ｄ
の
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

項
は
取
引
用
資
金
需
要
増
を
、
第
二
項
は
物
価
上
昇
に
よ
る
資
金
需
要
増
を
、
第
三
項
は
政
府
収
支
に
お
い
て
税
収
増
に
よ
る
国
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

発
行
減
、
日
銀
・
市
銀
に
。
お
げ
る
国
債
引
受
げ
減
が
民
問
資
金
需
要
に
及
ぽ
す
効
果
を
示
す
。
陶
で
あ
れ
ぱ
国
債
の
日
銀
引
受
げ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

よ
っ
て
通
貨
（
巨
腎
－
層
毒
Ｈ
＆
昌
８
２
）
供
給
量
が
増
加
す
る
。
¢
旬
の
場
合
に
は
国
債
増
発
の
全
額
が
市
銀
引
受
け
さ
れ
る
か
ら
、

引
受
量
の
減
少
に
よ
っ
て
市
銀
に
よ
る
民
間
へ
の
信
用
供
与
が
増
加
す
る
こ
と
を
示
す
。
我
々
は
以
下
で
は
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、

た
と
え
べ
１
１
◎
で
市
銀
の
資
金
供
給
が
増
加
し
て
も
、
そ
れ
で
は
第
一
、
二
項
の
活
動
資
金
需
要
増
を
相
殺
し
切
れ
な
い
（
す
な
わ

ち
９
Ｖ
◎
）
と
す
る
。

　
そ
こ
で
＆
の
均
衡
直
の
安
定
条
件
は

膏

　
　
や
－
ト
十
“
〈
◎

　
　
（
や
１
、
）
～
「
～
ら
Ｖ
◎

カ¢

が
共
に
成
り
立
っ
こ
と
で
あ
る
。
や
Ｖ
◎
と
し
た
か
ら
、

　
　
　
　
、
－
や
１
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胸

は
安
定
の
充
分
条
件
で
あ
る
。
帥
が
充
さ
れ
な
い
場
合
に
は
均
衡
点
は
不
安
定
で
あ
り
、
当
経
済
は
短
期
的
に
も
超
過
需
要
又
は
超

　
（
注
１
）
　
第
Ｖ
節
注
２
よ
り
日
本
経
済
に
お
げ
る
９
は
約
１
５
だ
か
ら
、
陶
よ
り
新
規
発
行
国
債
の
う
ち
Ｈ
＼
旨
以
上
を
目
銀
が
引
受
け
れ
ぱ

　
　
　
３

　
　
　
み
は
正
と
な
る
。



過
供
給
が
累
積
す
る
の
で
・
こ
れ
を
制
御
す
を
一
と
が
竺
蘇
口
重
要
に
な
る
。
不
安
定
な
場
合
の
安
定
化
政
策
は
本
節
第
。
項

で
検
討
す
る
と
し
て
、
以
下
で
は
ｑ
萄
を
仮
定
す
る
。

　
＠
比
較
静
学

さ
お
い
て
・
体
系
の
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
の
財
政
支
曳
、
目
銀
貸
出
芸
、
税
率
右
、
国
債
の
日
銀
引
受
率
宇
、
供
給

態
度
規
制
ル
、
投
資
態
度
規
制
＆
で
全
徴
分
す
れ
ぼ
は
旬
と
な
る
。

一
寧
Ｈ
、
一
一
冒

－
□
一
こ
一
三
、
ギ
）
一
雫
一
ぎ
ー
ガ
一
、
や
十
－
、
一
、
亭

）９１（

　
　
　
　
£
川
ｑ
、
も
、
－
ト
。
完
、
套
十
ト
。
“
ｑ
，
Ｖ
◎
　
、
１
１
竃
、
十
ｑ
呉
Ｈ
ｌ
“
）

　
　
　
　
吻
１
Ｉ
Ｈ
－
（
Ｈ
Ｉ
“
）
（
Ｈ
Ｉ
負
、
）
１
ー
ミ
、
十
“
（
Ｈ
ー
ミ
、
）

各
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
内
生
嚢
一
の
効
果
は
次
の
と
う
り
で
あ
る
。
但
し
簡
単
化
の
た
め
信
、
す
套
ち
集
。
は
非
負
と
す
る
。

　
　
　
　
～
、
　
　
　
ｏ
べ
　
－
Ｈ
　
的
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
～
１
９
－
讐
奈
。
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
　
　
　
～
べ
ー
　
一
と
　
　
～
旧
。
　
　
“

　
　
　
　
§
Ｉ
Ｈ
　
や
１
、
　
－
Ｈ
～
～
、
ト
ベ
、
ー
や
）
～
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刎

　
　
　
　
～
暑
－
　
一
と
　
　
　
や
　
　
　
～
｝
り

　
　
　
　
竿
工
ふ
乏
÷
ミ
・
、
苅
貰
ギ
。
ザ
。
　
　
　
的

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
一
北
野
一
　
　
　
　
二
九
一
二
三
七
一



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
〇
（
二
三
八
）

　
、
、
Ｉ
ｏ
ｋ
ｏ
　
　
◎
　
　
内
”

§
」
と
～
キ
完
“
Ｖ
◎

　
亀
　
　
一
　
や
ー
ト
　
◎

§
。
１
１
一
と
　
や
　
ト
弟
～
や
－
、
〈
◎

、
、
Ｉ
ｏ
，
　
　
ｑ
（
Ｈ
ー
ミ
、
）
　
箏

ミ
ー
一
と
～
１
套
ぐ
　
“
〈
◎

、
“
１
　
Ｈ
　
や
－
、
　
ｑ
（
Ｈ
ー
ミ
、
）

ミ
ー
一
と
　
“
　
　
１
企
ざ
　
～
ト
。
（
、
１
や
）
１
，
ｘ
Ｈ
Ｉ
§
）

§
　
　
　
　
一
寺

ミ
ー
Ｉ
Ｉ
ｑ
ｌ
苧
ミ
～
Ｐ
，
Ｈ
ｌ
旦
と
－
茸
、
Ｐ

　
　
　
　
，
１
や
１
苛
、
（
ｒ
ミ
）
筆
　
ミ
ｑ
，
１
や
十
§
（
Ｈ
↓
）
箏

　
　
１
Ｉ
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
“

　
　
　
　
－
・
、
矢
十
ト
。
完
、
套
　
“
　
－
・
、
、
志
一
。
完
、
套
　
“
．

宇
　
　
Ｈ
　
◎
尊

寺
」
と
§
“
Ｖ
◎

§
　
　
Ｈ
　
や
ー
ト
◎

寺
１
１
一
と
　
９
　
§
ぞ
や
１
“
〈
◎

、
、
Ｉ
ｏ
、
　
　
　
　
　
り
　
　
　
内
｝

§
、
１
一
と
～
１
～
、
１
全
“
９
〈
◎

§
　
　
Ｈ
や
１
、
　
　
　
り

§
、
Ｈ
一
と
　
９
　
ー
ト
・
－
尭
“
～
１
（
ト
、
十
全
。
“
）
（
や
１
、
ミ
（
Ｈ
↓
）
）
十
怠
一
。
完
、
套
～
◎

、
（
、
馳
斗
、
、
、
、
・
・
、
幹
ｐ
↓
辛
き
、
岬
｝
打
一
）
、
ミ
い
～
・

３臼４セ弓隼旬¢つ臼萄¢旬隼◎ｅル傷９６



学静較比ので軌４表

　
　
　
　
、
、
１
１
Ｐ
～
Ｉ
Ｈ
内
、
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

　
　
　
　
、
ｂ
〇
　
　
一
と
　
　
　
◎
　
　
９

　
　
　
　
§
　
　
　
Ｈ
　
や
１
，
　
　
Ｉ
Ｈ

　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
ゆ

　
　
　
　
、
ｂ
ｏ
Ｉ
一
と
　
　
“
　
　
　
◎

以
上
を
ま
と
め
る
と
表
４
と
た
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
の
経
済
的
意
味
を
検
討
し
よ
う
。

　
財
政
支
出
北
の
増
加
は
財
市
場
へ
の
需
要
増
と
共
に
資
金
市
場
へ
の
需
要
を
増
加
さ
せ
る
。

そ
の
時
〃
が
負
で
あ
れ
ば
、
帥
よ
り
市
銀
は
国
債
引
受
げ
増
の
た
め
に
民
間
へ
の
与
信
量
を

削
減
さ
せ
る
か
ら
利
子
率
は
上
昇
す
る
。
¢
◎
よ
り
利
子
率
が
上
昇
し
た
時
投
資
の
利
子
弾
性
が

十
分
大
き
げ
れ
ぼ
投
資
減
に
よ
っ
て
総
需
要
は
減
少
し
利
潤
率
は
低
下
す
る
（
。
、
。
事
２
、
・
。
、
。
、
け
の
発
生
）
。
こ
の
場
合
、
鋤
よ
り
財
政

支
出
増
と
税
収
減
と
の
双
方
か
ら
国
債
発
行
量
は
増
加
す
る
。
〃
が
正
な
ら
ぱ
、
国
債
増
は
日
銀
引
受
部
分
の
増
加
に
よ
っ
て
民

問
へ
の
与
信
量
は
掛
狐
し
、
従
っ
て
利
子
率
は
上
昇
す
る
と
は
限
ら
な
く
た
る
。
そ
の
時
財
政
支
出
の
増
加
に
よ
っ
て
¢
◎
よ
り
利
潤

率
、
雇
用
は
上
昇
す
る
。
投
資
は
利
子
率
が
低
下
す
る
場
合
は
必
ず
増
加
す
る
が
、
利
子
率
が
上
昇
す
る
場
合
は
、
投
資
の
利
子
弾

性
と
利
潤
弾
性
と
の
相
対
関
係
に
依
存
す
る
。
国
債
増
発
量
は
所
得
の
上
昇
に
伴
う
税
収
増
で
減
額
さ
れ
る
が
、
投
資
の
利
潤
弾
性

が
利
子
弾
性
に
比
Ｌ
て
大
き
く
、
生
産
量
の
利
潤
弾
性
と
税
率
が
十
分
に
大
き
げ
れ
ば
、
所
得
増
に
よ
る
税
収
増
が
財
政
支
出
増
を

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

凌
駕
し
国
債
を
減
額
さ
せ
る
。

　
所
得
税
率
を
引
上
げ
た
場
合
に
〃
が
負
、
、
す
な
わ
ち
国
債
を
ほ
ぼ
市
銀
が
引
受
げ
て
い
る
な
ら
ば
、
鯛
よ
り
税
収
増
に
伴
う
国

債
償
還
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
市
銀
の
原
資
が
民
問
へ
の
与
信
増
と
た
る
の
で
利
子
率
は
低
下
す
る
。
そ
の
時
陶
よ
り
も
し
投
資
の

利
子
弾
性
が
十
分
に
大
き
げ
れ
ぼ
利
潤
率
（
税
引
前
）
は
増
加
し
、
こ
の
両
面
か
ら
酬
よ
り
税
収
は
増
加
し
国
債
を
償
還
で
き
る
。

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
二
三
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
（
二
四
〇
）

〃
が
正
で
あ
れ
ぽ
利
子
率
は
低
下
す
る
と
は
限
ら
ず
、
利
潤
率
は
低
下
す
る
（
こ
こ
で
利
潤
率
と
は
税
引
前
で
あ
る
こ
と
に
注
意
）
。
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

よ
り
税
率
が
既
に
高
く
、
供
給
量
の
利
潤
率
弾
性
（
弓
）
が
十
分
大
き
げ
れ
ば
、
税
率
の
引
上
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
税
収
は
低
下
し
、

　
　
　
、
　
　
　
、

国
債
の
増
発
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
目
銀
の
市
銀
へ
の
貸
出
し
量
か
、
国
債
の
日
銀
引
受
げ
率
が
増
加
す
れ
ば
利
潤
率
従
っ
て
雇
用
は
増
加
し
利
子
率
は
低
下
す
る
。

利
潤
率
の
増
加
の
程
度
は
、
投
資
の
利
子
弾
性
が
大
き
い
程
、
信
用
乗
数
９
が
大
き
い
程
大
き
い
。

　
供
給
態
度
へ
の
規
制
の
効
果
は
、
税
収
と
国
債
発
行
額
の
変
化
が
資
金
需
給
の
変
化
に
及
ぽ
す
作
用
と
を
除
外
す
れ
ぽ
前
節
の
場

合
と
同
様
で
あ
り
、
供
給
態
度
を
観
制
す
れ
ば
利
潤
率
は
低
下
す
る
が
、
や
Ｖ
（
Ｈ
↓
）
§
の
時
で
も
、
利
子
率
は
低
下
Ｌ
投
資
は

そ
れ
だ
げ
促
進
さ
れ
る
か
ら
雇
用
が
減
少
す
る
と
は
限
ら
た
い
。
逆
に
や
く
（
Ｈ
Ｉ
“
）
ｑ
９
で
あ
れ
序
雇
用
は
上
昇
し
、
利
子
率
が
低

下
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

　
投
資
規
制
に
よ
っ
て
同
一
の
利
潤
率
、
利
子
率
の
下
で
投
資
量
を
増
加
さ
せ
た
場
合
、
財
市
易
へ
の
超
過
需
要
に
よ
っ
て
利
潤
率

は
上
昇
し
、
資
金
市
場
へ
の
超
過
需
要
に
よ
っ
て
利
子
率
も
上
昇
す
る
。
そ
の
際
税
収
増
に
伴
う
国
債
償
還
に
よ
っ
て
資
金
市
場
の

需
給
が
変
化
し
、
た
と
え
ば
ト
。
〈
◎
、
す
な
わ
ち
市
銀
引
受
国
債
の
減
額
に
よ
っ
て
民
間
へ
の
資
金
供
給
が
増
加
す
る
場
合
も
考

え
ら
れ
る
が
、
我
々
は
こ
の
ル
ー
ト
に
よ
る
資
金
供
給
増
効
果
は
生
産
増
、
価
格
上
昇
に
よ
る
資
金
需
要
増
の
効
果
に
及
ば
た
い

（
£
Ｖ
◎
）
と
考
え
た
か
ら
利
子
率
は
上
昇
す
る
。

　
ゆ
　
勺
◎
Ｈ
－
２
－
昌
艮

　
以
上
の
各
個
別
政
策
を
組
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
目
標
（
雇
用
と
実
質
賃
金
率
と
の
改
善
）
、
三
目
標
（
更
に
国
債
償
還
）
を
達
成

す
る
た
め
の
政
策
体
系
を
検
討
す
る
。



　
¢
税
率
引
上
げ
と
財
政
支
出
（
崇
１
１
註
“
）
。

　
ま
ず
資
本
家
の
供
給
態
度
は
観
制
せ
ず
財
政
政
策
と
税
率
政
策
の
組
合
せ
と
い
う
奈
着
霧
的
政
策
体
系
だ
げ
の
場
合
を
み
て

お
こ
う
。
供
給
態
度
を
観
制
し
な
い
か
ら
、
実
質
賃
金
率
と
雇
用
と
の
弍
邑
干
◎
津
は
打
開
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
財
政
収
支
を
均

衡
に
１
保
っ
と
い
う
制
約
条
件
を
課
し
て
税
率
を
引
上
（
下
）
げ
た
場
合
に
財
政
支
出
、
雇
用
、
実
質
賃
金
率
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す

る
か
を
間
題
と
す
る
。

　
財
政
収
支
の
均
衡
と
い
う
制
約
条
件
を
充
す
た
め
に
は
、

　
　
　
　
鴫
－
鮒
－
、
喝
～
主
土
干
き
１
。
　
∴
、
－
－
ｐ
、
＼
一
、
一
　
　
　
　
　
鮒

で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
時

　
　
　
　
一
丁
す
十
言
－
－
。
・
、
・
・
。
工
、
・
。
八
－
。
・
、
　
　
　
　
鋤

と
な
る
か
ら
次
の
三
っ
の
ケ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。

　
○
Ｏ
ｌ
ｏ
，
Ｖ
Ｐ
Ｖ
９
　
こ
の
場
合
は
投
資
の
利
潤
弾
性
が
小
さ
く
、
税
率
を
引
上
げ
た
時
に
利
潤
率
は
低
下
す
る
が
税
収
は
増
加

し
、
そ
れ
を
財
政
支
出
に
振
向
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
率
が
元
の
水
準
よ
り
増
加
す
る
結
果
、
雇
用
は
増
加
し
実
質
賃
金
率
は
低

下
す
る
。

　
仁
つ
Ｉ
ｏ
，
Ｖ
◎
Ｖ
Ｐ
．
　
投
資
、
供
給
量
の
利
潤
弾
性
が
い
よ
り
や
や
大
き
く
な
れ
ば
、
税
率
引
上
げ
に
ょ
っ
て
税
収
は
増
加
す
る

が
、
そ
れ
を
財
政
支
出
に
振
向
げ
て
も
税
率
引
上
げ
に
よ
る
利
潤
率
減
を
補
い
切
れ
な
い
場
合
で
あ
り
、
雇
用
は
減
少
し
実
質
賃
金

率
は
上
昇
す
る
。

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
（
二
四
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
（
二
四
二
）

　
働
◎
Ｖ
ｌ
ｏ
，
Ｖ
ｏ
デ
　
投
資
・
供
給
の
利
潤
弾
性
が
相
当
大
き
げ
れ
ぱ
利
潤
率
の
大
巾
低
下
リ
供
給
減
に
よ
っ
て
税
収
が
逆
に
減

少
し
、
従
っ
て
財
政
支
出
を
削
減
さ
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
こ
の
面
か
ら
も
利
潤
率
は
更
に
低
下
し
、
雇
用
は
減
少
し
実
質
賃
金

率
は
上
昇
す
る
。

　
◎
供
給
態
度
へ
の
規
制
。

　
そ
こ
で
以
下
で
は
供
給
態
度
を
規
制
す
る
政
策
を
中
心
に
お
い
て
、
他
の
寄
着
易
的
諸
政
策
を
組
み
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
二
目
標
、
三
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
政
策
体
系
と
そ
の
条
件
を
検
討
す
る
。

　
ま
ず
供
給
態
度
だ
げ
を
単
独
で
観
制
し
た
と
き
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
的
よ
り
Ｒ
は
必
ず
増
加
す
る
。
同
時
に
ｗ
も
増
加
さ
せ

る
た
め
に
は
、
鋤
よ
り

　
　
　
　
、
考
　
　
　
　
　
　
　
や
１
（
Ｈ
ｌ
“
）
ｑ
ミ
　
尊

　
　
　
　
§
Ｖ
亘
ギ
ー
養
・
套
　
“
Ｖ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

で
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
投
資
の
利
潤
弾
性
が
大
き
く
な
い
か
、
投
資
の
利
子
弾
性
が
利
潤
弾
性
に
比
し
て
相
対
的

に
大
き
く
な
げ
れ
ぽ
た
ら
な
い
。
鮒
が
充
さ
れ
れ
ば
税
収
増
に
よ
っ
て
国
債
の
償
還
も
可
能
と
な
る
。

　
　
供
給
態
度
観
制
と
日
銀
貸
出
し
増
（
§
。
Ｈ
註
や
）
。

供
給
態
度
を
観
制
す
れ
ぼ
雇
用
減
、
国
債
発
行
増
と
な
る
場
合
に
、
日
銀
信
用
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
効
果
を
相
殺

で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
　
　
寺
１
～
　
◎
　
筆
　
　
Ｈ
　
　
　
吻
　
　
尊
　
　
＼
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
§
」
」
；
鳥
“
。
一
と
ー
ト
・
１
養
“
」
」
一
〇
、
。
一
」
一
Ｐ
〈
◎
９
Ｖ
ｇ
ｏ
入
◎

　
　
　
．
．
．
、
〈
－
９
＼
Ｐ
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



　
　
　
　
呉
、
（
、
）
十
や
）
１
ｌ
Ｈ
＋
、
、
（
、
ｏ
、
十
Ｐ
）
ぞ
ぎ
、
〇
一
十
〇
串
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
篭
、
　
　
　
　
一
と

　
　
　
．
．
一
－
Ｖ
ｌ
ｏ
く
ｑ
，
Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

　
　
　
　
幹
止
マ
翰
・
、
一
・
。
・
、
・
全
、
。
一
　
　
　
　
　
・
。

鮒
～
胆
ｏ
が
充
さ
れ
る
た
め
に
は

　
　
　
　
Ｉ
Ｐ
＼
９
＋
ｏ
く
ｑ
，
９
～
Ｉ
ｑ
，
９
＋
ｏ
≧
１
１
一
と
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
が
こ
れ
は
充
さ
れ
る
。
よ
っ
て
こ
の
場
合
に
三
目
標
を
同
時
に
充
す
た
め
の
刃
の
範
囲
は

　
　
　
　
－
ｏ
暑
＼
ｑ
９
〈
、
〈
１
９
＼
９
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

で
な
げ
れ
ば
た
ら
た
い
。
ら
が
正
、
す
た
わ
ち
供
給
態
度
を
揚
制
し
た
と
き
に
雇
用
が
増
加
す
る
場
合
に
は
日
銀
貸
出
し
を
縮
少

さ
せ
う
る
。
ム
が
負
の
場
合
で
も
目
銀
貸
出
増
の
政
策
を
¢
９
の
よ
う
に
と
れ
ぱ
雇
用
を
回
復
さ
せ
国
債
を
減
額
で
き
る
。
た
だ
し

釣
が
小
さ
い
時
に
は
ｑ
も
小
さ
く
な
り
倒
の
分
母
は
零
に
収
束
し
て
ゆ
く
か
ら
、
目
銀
の
貸
出
し
政
策
、
更
に
国
債
消
化
政
策
、

公
定
歩
合
政
策
、
預
金
準
備
率
政
策
な
ど
の
金
融
政
策
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
投
資
の
利
子
弾
性
（
＆
）
が
あ
ま
り
小
さ
す
ぎ

て
は
な
ら
た
い
。

　
＠
供
給
態
度
の
観
制
と
財
政
支
出
（
ミ
ー
１
註
や
）
。

　
供
給
態
度
を
観
制
す
れ
ぱ
雇
用
が
減
少
す
る
場
合
（
ｏ
暑
く
◎
）
に
、
財
政
政
策
に
よ
っ
て
こ
れ
を
打
開
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討

す
る
。

　
　
　
　
寺
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
§
」
と
（
き
十
ｅ
〈
◎

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
（
二
四
三
）



　
　
　
立
命
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済
学
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一
二
六
（
二
四
四
）

　
　
　
一
．
一
、
〈
Ｉ
ｏ
、
＼
Ｐ
Ｖ
◎
　
　
Ｐ
Ｖ
◎
－
ｏ
、
〈
◎
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
綱

　
　
　
　
呉
ｑ
＋
や
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
と
十
ｑ
、
（
さ
、
十
Ｐ
）
１
１
ぎ
、
Ｐ
＋
ｏ
暑
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
§
、

　
　
　
　
一
．
．
～
Ｖ
Ｉ
Ｐ
＼
ｑ
，
Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

鮒
と
酬
と
が
両
立
す
る
に
は

　
　
　
　
Ｉ
Ｐ
＼
Ｐ
Ｖ
Ｉ
ｏ
暑
＼
ｑ
，
Ｐ
介
リ
ｏ
暑
Ｉ
ｑ
，
ｏ
，
１
１
一
と
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶

が
成
立
し
た
げ
れ
ば
な
ら
た
い
が
こ
れ
は
充
さ
れ
る
。
よ
っ
て
二
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
刃
の
範
囲
は
¢
¢
と
な
る
。

　
　
　
　
ｌ
ｏ
暑
＼
ｑ
，
ｐ
〈
～
〈
Ｉ
ｐ
＼
ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

　
供
給
態
度
の
規
制
に
よ
っ
て
雇
用
量
が
増
加
す
る
場
合
（
ｏ
暑
Ｖ
◎
）
に
は
、
鮒
の
範
囲
内
で
財
政
支
出
を
滅
額
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
ｏ
暑
く
◎
で
供
給
態
度
の
鏡
制
だ
け
で
は
実
質
賃
金
率
は
上
昇
し
て
も
雇
用
が
減
少
す
る
と
き
に
は
、
財
政
支
出
を
鮒
の
範
囲

内
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
目
標
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
で
こ
の
二
目
標
を
実
現
さ
せ
る
と
き
に
、
更
に
国
債
の
償
還
も
可
能
と
さ
せ
る
よ
う
な
刃
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
検
討

し
よ
う
。

　
　
　
　
｝
…
暮
１
“
（
ｑ
（
、
）
十
寧
）

で
あ
る
か
ら
幹
士
マ
幹
・
一
丁
干
ミ
一
圭
睾
・
し

１
１
≧
」
Ｔ
ミ
、
ｏ
し
ー
ユ
」
丁
琴
、
Ｐ
…
さ
、
１
６
暑
く
◎



　
　
　
　
£
↓
」
丁
一
ｑ
・
ｏ
、
や
１
、
十
一
、
、
　
灼
、
～
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
、
～
、
１
隼
。
完
、
套
　
９

と
な
る
。
幽
よ
り
ｏ
、
は
き
＼
睾
の
符
号
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
吻
十
“

　
　
　
　
ｐ
、
－
ｏ
１
干
一
、
、
ｏ
「
言
一
十
、
、
ｏ
し
Ｈ
、
、
美

で
あ
る
か
ら
、
次
の
三
っ
の
ヶ
ー
ス
に
分
げ
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　
一
－
一
〇
、
Ｖ
ｏ
暑
Ｖ
◎

¢
ｄ
、
岬
の
上
、
下
限
を
比
較
す
る
。

こ
こ
で
ｅ
功
、

箏

　
　
Ｖ
◎

“

〒
平
法
去
一
；
十
。
・
、
Ｙ
幸
・
。

↑
艀
－
｛
、
－
隼
…
・
き
・
。
・
一
一
、
・
、
、
。
土

｛
り
、ｅ

４
７
よ
り

　
　
　
　
　
～
（
Ｏ
、
十
“
Ｏ
、
）
＼
Ｏ
、
〈
◎
　
　
Ｏ
、
十
〇
も
く
ｏ

で
あ
る
か
ら
三
目
標
を
同
時
に
，
達
成
可
能
と
さ
せ
る
刃
の
範
囲
は
帥
で
あ
る
。

　
　
　
　
◎
Ｖ
！
ｏ
（
ｑ
，
Ｐ
〈
、
〈
６
く
Ｑ
，
Ｖ
◎

　
　
　
　
冨
一
〇
、
Ｖ
◎
Ｖ
ｏ
字

こ
の
場
合
、
亨
く
９
鼻
く
◎
で
あ
る
か
ら
三
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）

一
二
七
（
二
四
五
）

¢
の）８４（）９４（）０５（カ停



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
（
二
四
六
）

　
　
　
　
亘
◎
Ｖ
ｏ
、
〈
～
．

こ
の
場
合
、
亭
Ｖ
９
阜
Ｖ
◎
で
あ
る
か
ら
三
目
標
を
同
時
に
は
達
成
で
き
た
い
。

　
以
上
の
結
果
の
経
済
的
意
味
を
検
討
し
よ
う
。
鮒
よ
り
勾
が
正
と
は
供
給
態
度
を
観
制
す
れ
ば
雇
用
が
増
加
し
国
債
も
償
還
で

き
る
場
合
で
あ
り
、
こ
れ
が
成
り
立
っ
た
め
に
は
投
資
（
に
代
表
さ
せ
る
と
し
て
）
の
利
潤
弾
性
が
小
さ
く
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
又

　
　
　
６

鋤
よ
り
ｑ
が
負
と
は
財
政
支
出
を
増
加
さ
せ
れ
ば
国
債
発
行
を
減
額
で
き
る
場
合
で
あ
り
、
こ
れ
が
成
り
立
っ
た
め
に
は
投
資
の

利
潤
弾
性
や
供
給
の
利
潤
弾
性
（
”
ｏ
）
が
十
分
大
き
く
た
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
財
政
支
出
を
増
加
さ
せ
た
と
き
利
潤
率

の
上
昇
に
よ
る
投
資
需
要
の
増
加
率
や
そ
れ
に
伴
う
総
供
給
の
増
加
率
が
大
き
い
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
税
収
増
が
初
発
の
財
政
支
出

額
を
上
回
り
国
債
を
償
還
可
能
と
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
ヶ
ー
ス
○
り
と
は
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ば
実
質
賃
金
率
と
雇
用
と
が
増
加
し
国
債
の
償
還
が
可
能
と
な
る
場
合
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

か
ら
、
鋤
の
範
囲
内
で
財
政
支
出
を
増
減
さ
せ
て
も
三
目
標
の
同
時
達
成
は
可
能
と
な
る
。
財
政
支
出
を
側
以
下
に
滅
額
す
れ
ば
雇

用
が
低
下
し
、
帥
以
上
に
増
額
す
れ
ぱ
国
債
の
増
発
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
＆
が
や
や
増
加
し
た
ケ
ー
ス
側
で
は
、
供
給
態
度
を

規
制
す
れ
ば
実
質
賃
金
率
増
、
雇
用
減
、
国
債
増
発
と
な
り
、
財
政
支
出
を
増
加
さ
せ
れ
ば
雇
用
増
、
実
質
賃
金
率
減
、
国
債
増
発

と
な
る
。
従
っ
て
供
給
態
度
の
規
制
に
よ
る
雇
用
減
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
国
債
の
増
発
を
更
に
加
重
し
、
国
債
を
滅
額
さ
せ

よ
う
と
す
れ
ば
雇
用
減
を
更
に
加
重
す
る
の
で
あ
る
（
汗
註
干
◎
弟
）
。
＆
が
更
に
大
き
く
次
っ
た
ヶ
ー
ス
働
で
は
、
財
政
支
出
を
増

加
さ
せ
れ
ぱ
国
債
を
償
還
で
き
る
よ
う
に
た
る
か
ら
、
供
給
態
度
の
規
制
に
よ
る
雇
用
減
と
国
債
増
発
を
打
開
す
る
た
め
に
財
政
支

出
を
増
加
さ
せ
れ
ぱ
よ
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
財
政
支
出
を
増
加
さ
せ
て
ゆ
く
と
、
国
債
を
減
額
で
き
る
前
に
実
質
賃
金
率
が
低
下

し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
（
亭
Ｖ
◎
よ
り
）
。



　
以
上
よ
り
、
供
給
態
度
を
規
制
し
た
時
に
実
質
賃
金
率
の
増
加
と
と
も
に
１
雇
用
が
減
少
す
る
場
合
に
は
、

雇
用
も
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
た
る
が
、
財
政
収
支
は
悪
化
し
、
国
債
の
増
発
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
　
供
給
態
度
規
制
と
税
率
操
作
（
ミ
ー
１
註
単
）

　
こ
の
場
合
三
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
刃
の
範
囲
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
寺
　
　
　
、
　
ｑ
（
Ｈ
ー
ミ
、
）
　
讐
　
　
Ｏ

　
　
　
　
章
」
と
１
奇
ｑ
　
“
十
一
以
～
き
。
Ｏ
・
〈
◎
　
Ｏ
、
〈
◎

　
　
　
．
．
．
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
＼
Ｐ
〈
◎

財
政
支
出
増
に
よ
っ
て

）２５（

、
一
、
一
靖
３
－
亘
・
き
・
き
－
、
一
。
一
・
。
－
・
。

　
　
　
．
．
．
　
、
〈
－
ｏ
く
ｑ
，
ｐ

　
　
　
　
§
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
§
－
↓
、
」
と
（
、
、
き
十
£
～
き
、
１
身
く
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
箏
十
ｑ
、
ミ
、
十
ミ
ｑ
（
Ｈ
１
“
）
　
尊

　
　
　
　
Ｏ
、
…
Ｉ
ｉ
と
１
“
ｑ
，
９
１
１
ｑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
ｑ
、
ト
、
十
ト
り
完
、
套
　
　
｝

　
　
　
．
．
．
ｏ
、
〃
◎
リ
、
ｗ
６
く
ｏ
、

こ
こ
で
帥
よ
り
税
率
を
単
独
で
引
上
げ
た
時
、
ｏ
、
〈
◎
な
ら
税
収
は
増
加
し
国
債
を
償
還
で
き
る
（
逆
は
逆
）
。

ま
ず
働
と
鯛
を
両
立
さ
せ
る
刃
が
存
在
す
る
た
め
に
は

　
　
　
　
Ｉ
ｏ
暑
＼
ｑ
，
Ｐ
＋
Ｐ
＼
Ｐ
～
ｏ
亀
Ｉ
ｑ
，
Ｐ
１
１
一
と
Ｖ
◎

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
（
二
四
七
）

叡侮）４５（）５５（



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
○
（
二
四
八
）

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
こ
れ
は
充
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
実
質
賃
金
率
増
と
雇
用
増
と
を
両
立
さ
せ
る
よ
う
た
刃
の
範
囲
は
鮒
で

あ
る
。

　
　
　
　
◎
Ｖ
Ｉ
Ｐ
＼
Ｐ
〈
～
〈
Ｉ
ｏ
く
ｑ
，
Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的

鮒
と
停
ゆ
と
が
両
立
す
る
た
め
の
条
件
を
検
討
し
よ
う
。

　
榊
と
鮒
と
の
上
下
限
を
比
較
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
○
暑
　
　
６
暑
　
１
０
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
矛
１
き
「
ｏ
，
　
ｏ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侮

　
　
　
　
　
　
６
曽
　
ｏ
，
　
　
Ｈ

　
　
　
　
〒
£
。
９
－
£
§
…
一
・
、
、
ｏ
し
－
ｏ
・
一
、
一
辛
一
、
、
§

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
）

　
　
　
　
　
～
１
£
（
一
ｐ
ｌ
，
ｏ
、
）
～
Ｉ
Ｈ
＼
ｐ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

と
お
く
。
｛
、
｛
の
符
号
を
決
め
る
臥
、
印
は
、
鋤
、
吻
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
＆
の
減
少
、
増
加
関
数
で
あ
る
。

　
　
　
　
○
峯
（
や
－
）
１
１
◎
－
Ｏ
、
（
や
旧
）
１
１
◎

　
１
　
　
　
　
　
２

と
＆
、
＆
を
定
義
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
◎
■
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ミ
、
　
尊

　
　
　
　
～
（
や
心
）
１
１
１
　
　
Ｐ
＋
ｑ
，
９
～
－
“
Ｐ
＋
ｑ
Ｐ
～
１
　
　
　
　
　
〈
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阜
、
　
ぶ

　
　
　
　
Ｑ
、
（
や
一
）
１
Ｉ
ｑ
ｑ
，
ｏ
，
１
苛
、
９
Ｖ
◎

と
な
る
か
ら
～
、
卯
を
＆
の
関
数
と
し
て
図
示
す
れ
ば
図
８
と
な
る
。
以
上
よ
り
次
の
三
ヶ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。

　
　
　
　
３
や
く
や
二
¢
．
ｏ
暑
Ｖ
◎
一
Ｑ
、
〈
◎



ヅ

あ
‘
０と〃０８図

つ
　
１

性合斉の標目三９図

が
税
率
引
上
げ
の
直
接
効
果
を
凌
駕
Ｌ
、

も
た
ら
す
場
合
に
は
、
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ぱ
雇
用
は
減
少
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
い
や
く
や
、
の
場
合
に
は
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ぱ
三
目
標
を
同
時
に
達
成
可
能
と
な
る
の
だ
か
ら
、
御
の
範
囲
内
で
税
率
を

掛
淋
さ
せ
て
も
三
目
標
は
達
成
可
能
で
あ
る
。
税
率
を
６
動
以
下
に
引
下
げ
れ
ぼ
国
債
増
発
を
、
働
以
上
に
引
上
げ
れ
ぱ
雇
用
減
を
、

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
二
四
九
）

こ
の
場
合
鼻
Ｖ
◎
一
亭
Ｖ
◎
と
な
る
か
ら
帥
と
鮒
よ
り

　
　
　
　
◎
Ｖ
ら
暑
＼
ｏ
、
〈
、
〈
Ｉ
ｏ
く
ｑ
，
Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

と
な
る
（
図
９
参
照
）
。

　
　
　
　
曾
一
寧
一
く
や
く
や
心
－
¢
一
〇
き
ｏ
、
〈
ｏ

こ
の
場
合
禁
く
◎
と
な
る
か
ら
ノ
は
存
在
し
な
い
。

　
　
　
　
官
一
や
Ｖ
や
～
ポ
ｏ
，
Ｖ
〇
一
〇
暑
く
◎

こ
の
場
合
亭
く
◎
と
な
る
か
ら
１
は
存
在
し
な
い
。

　
以
上
の
結
果
の
経
済
的
意
味
を
検
討
し
よ
う
。
供
給
態
度
を
規
制
す
れ
ぼ
実
質
賃
金
率
は
増
加
す
る

が
、
そ
の
際
雇
用
増
、
国
債
償
還
可
能
と
な
る
た
め
に
は
Ｐ
Ｖ
◎
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
（
や
く
筆
。
）
。

税
率
の
引
上
げ
は
消
費
需
要
の
減
に
ょ
っ
て
利
潤
率
（
税
引
前
）
を
低
下
さ
せ
る
の
で
投
資
需
要
も
減
少

し
利
潤
率
は
更
に
低
下
す
る
。
よ
っ
て
税
率
引
上
げ
は
実
質
賃
金
率
を
上
昇
さ
せ
雇
用
を
低
下
さ
せ
る
。

、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

税
率
引
上
げ
に
よ
っ
て
税
収
総
額
が
増
加
す
る
た
め
に
は
ｏ
、
〈
◎
で
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。
ｏ
，
Ｖ
◎

と
は
や
Ｖ
や
、
の
と
き
に
生
じ
、
税
率
引
上
げ
↓
利
潤
率
減
↓
所
得
減
↓
税
収
滅
と
い
う
問
接
効
果

　
　
　
　
　
税
収
総
額
は
低
下
す
る
の
で
あ
る
。
図
８
よ
り
箏
Ｖ
箏
饅
で
税
率
引
上
げ
が
税
収
減
を



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
（
二
五
〇
）

余
儀
な
く
さ
れ
る
。
Ｐ
〈
◎
（
享
亘
）
の
場
合
に
供
給
態
度
の
観
制
に
よ
っ
て
減
少
し
た
雇
用
を
回
復
さ
せ
る
に
は
、
鮒
の
範
囲

で
税
率
を
引
下
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
こ
の
場
合
に
は
、
供
給
態
度
の
鋭
制
に
よ
っ
て
増
発
さ
れ
た
国
債
を
更
に
増
発
さ
せ
ね
ば

な
ら
た
い
。
そ
こ
で
国
債
を
増
発
さ
せ
な
い
と
す
れ
ば
、
Ｇ
↓
の
場
合
に
は
税
率
を
鮒
以
上
に
引
上
げ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
そ
の

時
に
は
雇
用
が
減
少
す
る
。
阿
の
場
合
に
は
６
¢
以
下
に
税
率
を
引
下
げ
ね
ぱ
な
ら
な
い
が
、
そ
の
時
に
は
実
質
賃
金
率
が
低
下
す
る
。

　
◎
供
給
態
度
と
投
資
態
度
と
の
観
制
（
§
り
１
１
註
や
）
。

　
資
本
家
の
主
要
た
生
産
決
定
態
度
で
あ
る
こ
の
両
者
を
規
制
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
三
目
標
を
同
時
に
達
成
す
る
た
め
の
刃

の
範
囲
は
次
の
よ
う
に
た
る
。

　
　
　
　
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
、
や
～
さ
Ｑ
＋
Ｐ
〈
◎
　
　
：
　
、
〈
－
９
＼
９
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

　
　
　
　
、
一
、
一
靖
Ｓ
壬
頁
亭
雫
一
き
・
・
一
・
・

　
　
　
．
．
．
、
Ｖ
ｌ
ｏ
く
ｑ
，
Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
ゆ

　
　
　
　
Ｉ
Ｐ
＼
Ｐ
＋
ｏ
署
＼
ｑ
，
Ｐ
～
ｏ
ミ
ー
ｑ
，
Ｐ
ｌ
Ｉ
一
と
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

　
　
　
．
．
．
　
Ｉ
ｏ
暑
＼
ｑ
，
Ｐ
〈
、
〈
Ｉ
ｏ
、
＼
Ｐ
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

無
論
榊
が
成
立
す
れ
ぱ
国
債
の
償
還
も
可
能
で
あ
る
。
鮒
の
よ
う
に
供
給
態
度
と
投
資
態
度
の
規
制
策
を
併
用
す
れ
ぽ
三
目
標
は
達

成
可
能
と
な
る
。

　
¢
投
資
関
数
の
シ
フ
ト
ヘ
の
対
応
策
。

　
政
府
の
資
本
家
に
対
す
る
観
制
力
が
前
項
で
想
定
し
た
よ
り
も
弱
く
、
供
給
態
度
を
規
制
で
き
る
が
投
資
態
度
を
規
制
で
き
な
い



と
す
る
。
こ
の
も
と
で
政
府
が
供
給
態
度
を
規
制
し
た
時
に
生
じ
う
る
重
要
な
事
態
と
し
て
、
政
席
の
こ
の
規
制
に
対
し
て
資
本
家

　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

が
反
発
し
て
投
資
関
数
を
下
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
投
資
関
数
の
下
方
シ
フ
ト
と
は
、
供
給
態
度
の
規
制
に
よ

っ
て
利
潤
率
が
低
下
Ｌ
た
と
き
に
そ
れ
に
応
じ
て
投
資
量
を
減
少
さ
せ
る
（
や
Ｖ
ｏ
）
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
従
来
と
同
一
の
利

潤
率
水
準
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
投
資
最
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
場
合
に
と
り
う
る
政
策
を
検
討

し
よ
う
。

　
（
べ
－
Ｈ
）
政
府
の
供
給
態
度
へ
の
規
制
の
程
度
に
応
じ
て
資
本
家
は
投
資
関
数
を
下
方
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
る
と
し
、
そ
れ
に
対
し
て

政
府
が
財
政
支
出
増
で
対
応
す
る
と
す
れ
ぼ

　
　
　
　
ポ
亭
１
１
計
§
ｏ
ｌ
Ｉ
、
単
　
　
“
１
１
－
浦
く
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
価
の

と
表
わ
せ
る
。
実
質
賃
金
率
の
増
加
、
雇
用
の
増
加
、
国
債
減
額
を
可
能
と
さ
せ
る
ん
、
心
の
範
囲
を
求
め
る
。

　
　
　
　
寺
　
　
　
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
§
」
」
一
一
；
。
き
。
£
〈
ｏ
Ｐ
Ｖ
ｐ
Ｐ
Ｖ
ｇ
ｏ
入
◎
　
　
　
　
　
棚

　
　
　
　
、
一
、
一
弗
戸
一
言
責
・
き
・
£
去
Ｐ
走
。
・
・
。
◆
。
　
　
　
価
ゆ

　
　
　
　
§

　
　
　
　
葦
～
童
↓
、
、
一
き
十
き
十
〇
し
－
童

　
　
　
　
　
Ｈ
Ｏ
、
ポ
ー
を
“
ｑ
，
Ｏ
ｏ
１
“
Ｏ
暑
く
◎
　
　
Ｏ
，
１
１
一
と
１
“
◎
・
、
Ｏ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仔
Ｏ

値
ａ
～
ｏ
ｏ
を
満
す
ん
、
刃
兆
の
範
囲
を
＠
の
供
給
態
度
規
制
と
財
政
支
出
の
項
と
同
様
に
次
の
三
っ
の
ヶ
－
ス
に
分
げ
て
検
討
す
る
。

　
一
ご
ｏ
，
Ｖ
ｏ
暑
Ｖ
◎

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
っ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
（
二
五
一
）



心

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
）

レ

０Ｎ

ム

ｇ

○
む

合場のＯ＞〃Ｃ＞ノ０
１
０図ｗ０／０＞Ｏ

，

ｗ０＞Ｏ＞ノ０ｕ図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
（
二
五
二
）

こ
の
場
合
の
～
、
れ
の
範
囲
は
図
１
０
の
斜
線
部
分
で
示
さ
れ
る
。
値
叡
、
¢
動
よ
り

完
１
１
◎
と
宅
１
１
◎
は
平
行
移
動
の
関
係
に
あ
る
。
図
の
斜
線
部
分
に
関
し
て
、

ポ
ー
１
◎
と
お
い
て
見
と
ん
と
の
関
係
と
み
れ
ば
鮒
を
、
　
計
１
－
◎
と
お
い
て
見

と
北
と
の
関
係
と
み
れ
ば
仰
を
示
す
。

　
資
本
家
が
供
給
態
度
の
挽
制
に
反
発
し
て
投
資
関
数
を
下
方
ヘ
シ
フ
ト
さ
畦
る

と
き
シ
フ
ト
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
“
、
〈
◎
と
す
れ
ば
、
こ
れ
へ
の
対
応
策
と
し
て

図
１
０
に
お
け
る
斜
線
部
分
と
点
線
と
が
交
わ
る
部
分
の
一
ん
の
範
囲
で
川
財
政
支
出

を
増
減
さ
せ
れ
ば
よ
い
。
資
本
家
の
反
発
が
大
き
く
た
り
一
を
、
一
Ｖ
ｏ
く
ｑ
，
Ｐ
と

な
れ
ば
三
目
標
の
同
時
達
成
は
不
可
能
に
た
る
。

　
百
一
〇
、
Ｖ
◎
Ｖ
ｏ
暑
俸
亘
◎
Ｖ
ｌ
ｏ
，
Ｖ
ｏ
宇

　
こ
の
場
合
に
三
目
標
を
み
た
す
た
め
の
ん
、
ん
の
範
囲
は
図
ｕ
に
示
す
。
三

目
標
を
同
時
に
充
す
た
め
に
は
計
Ｖ
◎
で
た
け
れ
ぽ
た
ら
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら

の
場
合
に
を
共
く
◎
で
あ
れ
ば
雇
用
と
実
質
賃
金
率
と
を
共
に
改
善
さ
せ
る
た
め

に
は
国
債
の
増
発
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

　
（
べ
ー
心
）
こ
こ
で
は
（
べ
Ｉ
Ｈ
）
に
加
う
る
に
政
府
が
税
率
を
も
操
作
す
る
と
き
に

三
目
標
が
同
時
に
達
成
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の
時
に
は

　
　
　
　
と
ミ
ー
１
戸
芽
１
１
計
§
Ｑ
１
Ｉ
、
や
　
　
を
１
１
－
瀞
く
◎
　
　
行
ル



と
な
る
の
で
ん
、
ん
の
範
囲
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
寺

　
　
　
　
§
、
之
・
ｐ
＋
戸
ｐ
＋
訂
ｐ
＋
ｏ
・
〈
◎

ｐ
〈
ｏ

勃行

、
一
、
一
諦
ｂ
、
一
～
一
辛
・
、
一
さ
。
一
・
、
・
。
斗
、
・
。
・
・
。
・
一

～
、

　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
苧
ｑ
，
Ｐ
＋
戸
ｑ
，
Ｐ
＋
～
ｑ
，
Ｐ
＋
ｏ
暑
Ｖ
◎

　
§

　
　
　
　
こ
と
１
や
且
」
丁
琴
、
｛
ぎ
９
＋
ポ
Ｏ
、
十
訂
Ｏ
Ｑ
＋
Ｏ
し
ー
ユ
と

　
§
、

　
　
　
Ｈ
ぎ
Ｏ
、
十
Ｑ
、
ポ
ー
訂
“
ｑ
，
Ｏ
Ｑ
Ｉ
“
Ｏ
暑
く
◎

〃
、
卯
は
そ
れ
ぞ
れ
働
、
的
、
吻
よ
り
＆
の
減
少
、
減
少
、
増
加
関
数
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ミ
、
（
Ｈ
－
“
）
　
筆

　
ｏ
，
１
ｏ
暑
１
１
－
琴
、
Ｐ
ｌ
ｑ
，
Ｐ
～
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
、
　
　
９

鮒

ｒｇと

６
‘
Ｃ，〃Ｃ

６
，
”０１

２図

と
な
る
か
ら
こ
れ
ら
は
図
１
２
と
た
る
。
ポ
ー
を
平
面
に
お
い
て
榊
は
肋
を

動
し
た
も
の
で
あ
る
。
々
カ
、
榊
と
行
ゆ
と
の
傾
き
と
切
片
を
比
較
す
れ
ぽ

　
　
　
　
市
ふ
ふ
↑
。
キ
、
一
一
・
。
斗
。
・
一
－
－
、
一
。
・
、

　
　
　
　
　
　
　
宮
、
Ｐ
＋
Ｐ
Ｉ
膏
、
Ｐ
＋
Ｐ
～
－
宮
、
Ｐ
＋
Ｐ

　
　
　
　
呉
…
ｌ
　
　
ｑ
，
Ｐ
　
　
　
　
Ｐ
ミ
　
　
　
　
　
Ｐ
、

〒
－
、
。
。
昨
。
「
一
、
。
、
財
。
暑

二
二
五

）３７（ゆ々

　
　
　
胸

上
と
＼
ｑ
，
ｐ
だ
げ
平
行
移

（
二
五
三
）

ｏｏゆｏ

雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
ハ
（
二
五
四
）

　
　
　
　
　
－
丑
、
。
。
り
十
ミ
“
、
）
芋
き
、
　
　
　
　
　
行
・

と
た
る
。
そ
こ
で
＆
の
大
小
に
応
じ
て
次
の
４
っ
の
場
合
に
分
げ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
一
－
一
や
く
や
－
－
¢
．
ｏ
暑
Ｖ
◎
一
〇
、
Ｖ
◎
一
〇
、
〈
◎

シ
｛
の
場
令
、
禁
Ｖ
９
呉
く
◎
（
小
さ
な
膏
一
に
対
し
て
）
で
あ
る
。
ま
た
い
１
１
◎
の
直
線
の
ん
切
片
は
正
で
あ
る
。
図
旭
の
直
線
は

を
１
１
◎
・
点
線
は
計
く
◎
の
場
合
を
示
し
て
い
る
。
；
し
が
増
加
す
る
に
っ
れ
て
池
１
－
◎
一
専
１
１
◎
の
直
線
は
右
方
へ
、
“
Ｈ
◎
の
直

線
は
上
方
ヘ
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
。
三
目
標
を
同
時
達
成
で
き
る
領
域
は
斜
線
部
分
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
右
上
方
ヘ
シ
フ
ト
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し
て
ゆ
く
。

　
官
一
や
、
〈
や
く
や
巳
。
－
ｏ
・
ｏ
亀
く
◎
・
ｏ
，
Ｖ
◎
・
Ｐ
、
〈
◎

こ
の
場
合
、
亭
Ｖ
Ｐ
呉
Ｖ
◎
で
あ
り
図
１
４
の
よ
う
に
た
る
。
図
中
の
直
線
は
を
１
１
◎
の
場
合
で
あ
る
。
－
し
の
増
加
と
共
に
三
目

標
を
同
時
達
成
で
き
る
領
域
は
右
上
方
ヘ
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
。

　
冨
寧
。
。
〈
や
〈
や
、
－
ｏ
．
ｏ
〉
〈
◎
一
〇
、
〈
◎
一
〇
、
〈
◎

こ
の
場
合
、
享
Ｖ
９
阜
く
◎
で
あ
り
、
¢
ゆ
よ
り
｝
１
１
◎
の
直
線
の
傾
き
は
負
と
な
る
。

　
一
一
・
一
や
Ｖ
や
心
－
¢
．
ｏ
暑
く
◎
一
〇
、
〈
〇
一
〇
、
Ｖ
◎

こ
の
場
合
は
享
く
９
阜
〈
◎
で
あ
り
｝
１
１
◎
の
直
線
の
傾
き
は
正
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
心
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《
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＆
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５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
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図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
Ｎ

　
　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
（
二
五
五
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以
上
の
結
果
の
経
済
的
意
味
を
検
討
し
よ
う
。
ヶ
－
ス
○
り
と
は
投
資
の
利
潤
弾
性
が
小
さ
い
の
で
、
供
給
態
度
を
観
制
す
れ
ば
雇

用
が
増
加
し
、
財
政
支
出
を
増
加
さ
せ
れ
ば
国
債
は
増
発
さ
れ
、
税
率
を
引
上
げ
れ
ば
国
債
を
償
還
で
き
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場

合
に
は
供
給
態
度
を
観
制
す
れ
ば
三
目
標
を
同
時
に
達
成
で
き
る
か
ら
、
図
１
３
よ
り
資
本
の
反
作
用
が
な
げ
れ
ほ
、
物
～
々
り
の
範
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
、

内
で
財
政
支
出
の
増
減
、
税
率
の
増
減
が
可
能
と
な
る
。
資
本
の
投
資
減
と
い
う
反
作
用
が
強
ま
っ
て
ゆ
げ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
財

政
支
出
の
拡
大
と
税
率
引
上
げ
と
を
同
時
に
実
行
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
三
目
標
を
同
時
に
達
成
で
き
る
。
榊
、
行
ゆ
に
お
い
て
計
１
１

Ｉ
ｏ
く
ｑ
，
ｐ
と
す
れ
ば
両
直
線
は
原
点
を
通
る
か
ら
、
…
岬
が
こ
れ
よ
り
大
き
く
た
れ
ぱ
財
政
政
策
だ
げ
の
対
応
で
は
三
目
標
を
同

時
に
達
成
で
き
な
く
な
る
（
（
下
Ｈ
）
○
○
の
ヶ
ー
ス
）
。
そ
の
時
に
税
率
引
上
げ
政
策
を
併
用
す
れ
ば
三
目
標
は
達
成
可
能
と
な
る
。

～
が
ど
れ
程
大
き
く
な
っ
て
も
、
そ
れ
に
応
じ
て
財
政
支
出
、
税
率
引
上
げ
を
実
行
で
き
る
な
ら
ば
、
三
目
標
は
達
成
可
能
で
あ
る
。

　
岬
は
＆
が
や
や
大
き
く
な
っ
て
ｏ
暑
く
◎
と
た
る
場
合
で
あ
る
。
ｏ
暑
く
◎
で
あ
り
か
っ
供
給
態
度
の
観
制
に
対
す
る
投
資
関
数
の

下
方
シ
フ
ト
が
な
い
と
す
れ
ば
、
本
節
第
４
，
５
項
で
み
た
よ
う
に
、
供
給
態
度
の
規
制
策
に
財
政
支
出
増
や
税
率
引
上
げ
策
を
そ

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
ぞ
れ
単
独
で
付
け
加
え
て
も
三
目
標
は
達
成
で
き
な
い
が
、
図
１
４
よ
り
、
こ
れ
ら
の
一
ゴ
ひ
小
政
策
を
紐
み
か
わ
也
ば
三
目
標
は
達

成
可
能
と
な
る
。
供
給
態
度
の
観
制
に
対
す
る
投
資
関
数
の
シ
フ
ト
が
生
じ
れ
ば
、
三
っ
の
政
策
を
組
合
わ
せ
た
効
果
は
削
減
さ
れ

る
の
で
、
三
目
標
を
達
成
し
っ
づ
げ
る
た
め
に
は
投
資
関
数
の
シ
フ
ト
の
程
度
に
応
じ
て
財
政
支
出
増
と
税
率
引
出
げ
策
と
を
同
時

に
強
化
し
て
ゆ
か
ね
ば
た
ら
な
い
。

　
＆
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
ゆ
げ
ば
、
投
資
関
数
の
シ
フ
ト
の
程
度
が
不
変
で
あ
っ
て
も
財
政
支
出
増
と
税
率
引
上
げ
策
と
を
そ
れ

だ
げ
強
化
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ゆ
＆
が
不
安
定
な
場
合
の
安
定
化
政
策
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
最
後
に
投
資
の
利
潤
弾
性
＆
が
安
定
条
件
帥
を
充
さ
な
い
程
大
き
い
場
合
に
１
、
財
政
政
策
に
よ
っ
て
安
定
性
を
回
復
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
投
資
量
の
変
化
を
財
政
支
出
の
増
減
に
ょ
っ
て
部
分
的
に
相
殺
す
る
と
す
れ
ぽ

　
　
　
　
暑
１
１
、
箏
～
暑
１
１
註
内
　
　
Ｉ
Ｈ
〈
、
〈
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個

で
あ
る
か
ら
＆
に
代
入
し
て

ぺ
仁
パ
“
壮
ゴ
ド

“
１
１
蒔
－
茸

）０８（

と
た
る
。

　
　
　
　
上
（
、
十
一
、
．
、
（
ぺ
、
）
讐
一

　
　
　
　
〃

と
お
げ
ぱ
軌
の
安
定
条
件
は

（
］
．
十
～
）
や
１
、
十
９
〈
◎

｛

｛
（
Ｈ
＋
、
）
や
ー
、
ぎ
、
ー
や
、
（
Ｈ
＋
、
）
讐
Ｖ
◎

£
、
川
ト
亭
、
ー
ト
。
完
、
套
十
ト
。
（
茸
、
１
～
や
）
Ｖ
◎

“
、
１
ー
ト
＼
１
阜
り
ー
套
。
、
尊
く
ｏ

）１８｛）２８（

で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
安
定
条
件
を
次
の
よ
う
に
１
整
理
で
き
る
。

一
王
一
干
×
萎
丁
・
、
一
、
汁
一
一
内
、
一

）３８（

～
１
ｌ
Ｉ
Ｈ
で
あ
れ
ば
鮒
は
成
立
す
る
。
～
１
ｌ
Ｉ
Ｈ
と
は
投
資
量
の
変
化
を
財
政
支
出
の
対
応
的
変
化
に
１
よ
っ
て
す
べ
て
相
殺
し
切
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

た
場
合
で
あ
り
、
一
こ
れ
は
｛
に
お
い
て
は
や
１
１
◎
と
し
た
場
合
に
該
当
す
る
。
～
１
１
◎
で
は
＆
は
不
安
定
と
仮
定
し
た
。
鮒
の
右

　
　
　
雇
用
増
と
実
質
賃
金
率
増
と
の
同
時
達
成
策
に
つ
い
て
（
北
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
（
二
五
七
）
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囲範の策政化定安
１
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一
四
〇
（
二
五
八
）

辺
の
第
二
項
が
第
一
項
よ
り
大
と
し
て
鰯
を
描
げ
ば
図
１
７
と
た
る
。

　
　
　
　
Ｉ
Ｈ
１
〈
～
〈
ま
二
Ｈ
＋
、
、
）
や
１
“

－
萎
一
－
ざ
呉
、
汁
、
半
一
空
一

）４８（

　
　
　
　
　
　
〃

と
刃
を
と
れ
ぱ
＆
は
安
定
と
な
る
。
修
ゆ
よ
り
ね
は
、
資
金
の
超
過
需
要
の
利
子
、
所
得
弾
力
性

が
大
き
い
程
、
投
資
の
利
子
弾
力
性
が
大
き
い
程
、
生
産
の
利
潤
弾
性
が
大
き
い
程
、
大
き
く

た
り
（
零
に
近
く
な
り
）
、
投
資
の
利
潤
弾
性
が
大
き
い
程
、
小
さ
く
（
一
に
近
く
）
た
る
。
｝
が

大
き
い
程
、
体
系
の
不
安
定
性
を
解
消
す
る
に
は
財
政
支
出
に
よ
る
投
資
変
化
の
部
分
的
相
殺

　
）
率
れ
を
高
め
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。

　
（
　
そ
こ
で
安
定
化
政
策
と
し
て
財
政
政
策
を
組
込
ん
だ
も
と
で
供
給
態
度
を
規
制
す
る
場
合
に
二
目
標
の
達
成
が
可
能
と
な
る
か
ど

う
か
を
検
討
し
よ
う
。
傷
ｏ
を
み
で
全
微
分
し
て
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り
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箏
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十
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や
ー
　
Ｈ
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ト
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由
、
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－
ミ
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や
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鮒
の
第
三
項
は
～
↓
１
Ｈ
＋
◎
で
十
８
、
刃
が
Ｏ
に
接
近
す
る
に
っ
れ
て
単
調
に
減
少
す
る
。
よ
っ
て
鮒
を
正
に
さ
せ
る
刃
と
榊
と

を
共
に
満
足
さ
せ
る
範
囲
の
刃
を
と
れ
ぽ
、
安
定
化
政
策
と
し
て
の
財
政
政
策
の
支
持
の
も
と
に
供
給
態
度
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
実
質
賃
金
率
と
雇
用
と
を
同
時
に
改
善
で
き
る
。




